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【写真】春の寄せ植えできあがり！      
　          （香りの花フェスタ 2007 春にて）

　3 月 24 日、香住文化会館で開催された
「香りの花フェスタ」のイベントのひとつ
“寄せ植え実習”。町内から約 60 人の皆さ
んが参加され、これからの季節にぴった
りの寄せ植えづくりを楽しみました。

※今月号は本紙中に見開きの町行政組織図を閉じ込んでいるため、穴あけ加工を行っていません。
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平
成
19
年
度
町
長
施
政
方
針

「
財
政
再
建
」
と
「
香
美
町
づ
く
り
」
へ
の
道
筋
を

　
3
月
6
日
、
第
17
回
香
美
町
議
会
が
招
集
さ
れ
、
そ
の
冒
頭
で
藤

原
町
長
は
平
成
19
年
度
の
町
政
に
の
ぞ
む
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
町
長
は
、今
年
度
は
「
財
政
再
建
」
と
「
香
美
町
づ
く
り
」

へ
の
道
筋
を
つ
け
る
年
と
位
置
づ
け
る
な
か
で
、
香
美
町
発
足
時

か
ら
設
定
し
て
い
る
６
つ
の
政
策
を
中
心
に
具
体
的
な
施
策
の
展

開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

財
政
運
営
の
方
向

　
合
併
し
て
３
年
目
と
な
る
今

年
度
は
、
本
来
な
ら
本
格
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
年
で

す
が
、
実
質
公
債
費
比
率
が
28
・

8
％
と
極
め
て
高
い
中
で
、
何
と

し
て
も
、
こ
の
厳
し
い
財
政
状
況

か
ら
早
期
に
脱
却
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら

の
取
組
み
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
を
行
い
、
次

年
度
以
降
に
つ
な
が
る
財
政
再
建

の
道
筋
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
産
業
対
策
や
少
子
化

対
策
を
中
心
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
展
開
の
た
め
に
、
今
、
取
り
組

ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

財
政
健
全
化
の
方
向

　
財
政
運
営
に
お
い
て
は
、
現
有

の
財
政
調
整
基
金
な
ど
7
億
円
を

堅
持
し
な
が
ら
、
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
を
削
減
し
、
長
期
的

に
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
、
最
大
の
努
力
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
の
財
政
状
況
は
、
歳
入

の
中
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

る
地
方
交
付
税
が
国
の
交
付
税

総
額
の
抑
制
に
よ
る
減
額
、
合

併
か
ら
３
年
間
特
別
に
交
付
さ
れ

て
き
た
措
置
が
最
終
年
次
に
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
歳
入
全
体
で
約

２
億
５
千
万
円
の
減
額
を
予
測
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
事
業
会

計
や
簡
易
水
道
会
計
な
ど
へ
の
繰

出
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
歳
出

全
体
で
約
１
億
５
千
万
円
の
増
加

２
億
円
の
半
分
の
1
億
円
を
財
政

調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
で
、

今
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の
実

質
的
な
取
り
崩
し
は
生
じ
な
い
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
策
定
し
た
行
財
政

改
革
大
綱
（
平
成
18
年
度
～
22
年

度
）
で
、
平
成
20
年
度
ま
で
を
集

中
的
な
行
財
政
改
革
期
間
と
位
置

づ
け
、
今
後
の
財
政
再
建
と
ま
ち

づ
く
り
の
基
礎
固
め
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

主
な
政
策
の
取
組
み
方
向

①
多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た
観

　
光
対
策
の
推
進

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
産
業
の
振
興
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
が
必
要
で
す
。
そ
の

産
業
の
中
心
に
観
光
業
を
位
置
づ

け
、
観
光
業
と
ほ
か
の
産
業
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
町
内
産
業
全

体
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
観
光
業
の
振
興
に
あ
た
っ
て

は
、
多
彩
な
資
源
の
中
か
ら
感
動

を
呼
び
起
こ
す
よ
う
な
観
光
資
源

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ

り
、
当
初
、
約
４
億
円
の
財
源
不

足
と
な
る
と
予
測
し
、
歳
入
・
歳

出
両
面
か
ら
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
特
に
、
歳
入
面
で
は
、
未
利
用

町
有
財
産
の
売
却
を
行
い
、
歳
出

面
で
は
、
勧
奨
退
職
制
度
に
よ
る

職
員
数
の
縮
減
や
特
別
職
・
一
般

職
の
職
員
給
与
の
引
き
下
げ
に
よ

る
人
件
費
総
額
削
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、

新
規
の
建
設
事
業
を
極
力
抑
制
（
総

事
業
費
約
12
億
円
）
し
、
起
債
発

行
額
を
削
減
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
歳
入
で
約
１
億
円

の
増
収
、
歳
出
で
約
３
億
円
の
削

減
と
な
り
、
４
億
円
の
財
源
不
足
を

解
消
で
き
ま
し
た
が
、
新
た
な
要

因
と
し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
は
じ
め
、
児
童
手
当
、
乳
幼

児
医
療
な
ど
、
国
、
県
の
各
種
制

度
改
正
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
の

改
修
経
費
な
ど
に
約
４
８
０
０
万

円
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の

不
足
額
を
や
む
を
得
ず
財
政
調
整

基
金
か
ら
取
り
崩
す
こ
と
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
18
年
度
決

算
剰
余
金
と
し
て
見
込
ま
れ
る
約

を
さ
ら
に
活
か
し
て
い
く
方
向
で

施
策
の
展
開
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
18
年
度
の
観
光

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
の
検
討
内

容
を
踏
ま
え
、「
豊
か
な
自
然
景

観
と
恵
ま
れ
た
食
材
を
活
か
し
た

観
光
業
の
振
興
」
を
目
指
し
、「
山
・

川
・
海
の
連
携
に
よ
る
自
然
景
観

を
活
か
し
た
滞
在
型
の
観
光
振
興

策
」、「
松
葉
ガ
ニ
や
但
馬
牛
な
ど

の
特
産
品
を
活
か
し
た
観
光
振
興

策
」、「
参
加
型
・
体
験
型
・
交
流

型
の
観
光
振
興
策
」
の
３
つ
を
柱

に
取
り
組
み
ま
す
。

②
山
と
海
と
の
特
色
あ
る
産
業
の

　
振
興

　
各
産
業
の
対
策
に
つ
い
て
、
昨

年
設
置
し
た
産
業
活
性
化
懇
話
会

で
協
議
し
、
特
に
施
設
の
整
備
は
、

産
業
間
で
連
携
の
と
れ
る
利
活
用

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
村
岡
区
の
有
機
セ
ン

タ
ー
の
増
設
は
、
但
馬
牛
の
増
頭

対
策
の
ほ
か
、
良
質
の
堆
肥
を
使

用
し
た
有
機
野
菜
を
高
齢
者
な
ど

が
生
産
し
、
そ
の
野
菜
や
地
元
肥

育
の
但
馬
牛
を
香
住
区
の
旅
館
・
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民
宿
に
供
給
し
て
い
く
体
制
を
早

期
に
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
で
は
有
機
栽
培
な
ど
安

全
、
安
心
な
農
産
物
の
生
産
促
進

と
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、

畜
産
業
で
は
経
営
体
質
強
化
へ
向

け
て
の
増
頭
対
策
や
放
牧
場
の
整

備
、
林
業
で
は
公
益
的
機
能
向
上

の
た
め
の
森
林
の
整
備
、
漁
業
で

は
漁
船
の
減
少
食
い
止
め
と
資
源

の
保
護
・
増
殖
、
水
産
加
工
業
で

は
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
付
加
価
値
の

高
い
加
工
品
の
開
発
、
廃
発
泡
処

理
機
の
整
備
、
商
業
で
は
既
存
商

店
街
の
活
性
化
や
ネ
ッ
ト
販
売
の

研
究
を
中
心
に
諸
対
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
制
定
し
た
「
香
美

町
企
業
立
地
促
進
条
例
」
を
も
と

に
、
新
規
企
業
の
立
地
促
進
に
努

め
ま
す
。

③
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
創
造

（
少
子
化
対
策
）

　
出
生
数
の
減
少
傾
向
を
食
い
止

め
る
た
め
に
は
、
若
い
人
達
が
定

着
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
こ
ど

も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、　
町

内
独
身
男
性
と
都
市
部
な
ど
の

独
身
女
性
と
の
若
者
交
流
事
業
を

海
と
山
の
２
会
場
で
実
施
し
、
交

流
の
機
会
づ
く
り
を
行
う
と
と
も

に
、
住
宅
の
確
保
に
対
す
る
支
援

策
に
よ
り
若
者
定
住
の
促
進
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
な
ど
の

助
成
の
対
象
を
通
院
・
入
院
と
も

小
学
３
年
ま
で
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
児
童
手
当
の
０
歳
か
ら
２
歳

ま
で
の
増
額
な
ど
、
子
育
て
に
か

か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
子
育
て
・
子
育
ち

支
援
セ
ン
タ
ー
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
な
ど
子
育
て
支
援
対

策
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

（
高
齢
者
対
策
）

　
高
齢
者
の
半
数
を
占
め
る
前
期

高
齢
者
（
65
～
74
歳
）
に
、
地
域

の
中
核
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
観
光
業
と
の
連
携
に
よ

る
農
産
物
生
産
、
高
齢
者
支
援
の

リ
ー
ダ
ー
・
協
力
者
、
子
ど
も
の

見
守
り
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
応
援
、

観
光
ガ
イ
ド
な
ど
に
す
で
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
全
町

的
な
展
開
へ
と
広
が
る
よ
う
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
も
働
き
か
け
、

地
域
へ
の
社
会
貢
献
を
通
じ
て
前

期
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に

つ
な
が
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態

に
な
っ
た
り
状
態
が
悪
化
し
な
い

よ
う
介
護
予
防
教
室
へ
の
参
加
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
各
区
の
公

民
館
な
ど
で
行
っ
て
い
る
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高

齢
者
の
生
活
支
援
事
業
を
継
続
実

施
し
ま
す
。

（
医
療
体
制
の
整
備
）

　
公
立
香
住
総
合
病
院
は
、
４
月

か
ら
常
勤
医
師
５
人
（
内
科
3
人
、

外
科
・
胃
腸
科
1
人
、
泌
尿
器
科

1
人
）
体
制
と
な
り
、
整
形
外
科

は
、
週
2
回
の
大
学
か
ら
の
非
常

勤
医
師
に
よ
る
診
察
を
行
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
医
師
確
保
、
診

療
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
３
階
病
床
は
、
平
成
20
年
度

当
初
か
ら
介
護
療
養
病
床
へ
、
平

成
21
年
度
に
は
老
人
保
健
施
設
へ

移
行
す
る
計
画
で
、
今
年
度
４
月

中
に
「
経
営
改
善
検
討
委
員
会
（
仮

称
）」
を
立
ち
上
げ
、
経
営
改
善

計
画
を
樹
立
し
、
必
要
な
施
設
整

備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
公
立
村
岡
病
院
は
、「
但
馬
の

医
療
確
保
対
策
協
議
会
」
で
の
検

討
の
結
果
、
現
在
４
名
の
常
勤
医

師
が
３
名
と
な
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
常
勤
医
師
が
1
名
減
員
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
影
響
を
極
力

少
な
く
す
る
た
め
、
夜
間
の
救
急

外
来
患
者
へ
の
対
応
や
４
診
療
所

の
対
応
方
法
な
ど
、
早
急
に
関
係

者
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

④
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
も
つ
青

　
少
年
の
育
成

　
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
ふ
る

さ
と
を
心
の
糧
と
し
て
、
た
く
ま

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
人
間
」
に
育
て
る
こ
と
を
目
標

に
、
平
成
19
年
度
は
、
学
校
の
ふ

る
さ
と
学
習
、
公
民
館
の
講
座
、

各
地
域
の
伝
統
行
事
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
通
し
、
ふ
る
さ
と

教
育
応
援
団
や
ふ
る
さ
と
も
の
し

り
博
士
の
活
動
の
場
を
広
げ
、
地

域
の
教
育
力
を
さ
ら
に
生
か
す
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
連
携
の
強
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
公
民
館
の
事
業
計
画
な
ど

の
情
報
交
換
を
行
い
、
事
業
効
果

を
高
め
ま
す
。

⑤
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く

　
り
運
動
の
展
開

　
住
民
と
町
政
が
そ
の
役
割
を
分

担
し
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
よ
う
呼
び
か
け
、

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
（
花
づ

く
り
）、
歴
史
・
文
化
づ
く
り
を

目
標
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
各
区

の
実
態
に
即
し
た
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
度
も
さ
ら
な
る
運
動

の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
定
年
退
職
時
期
を
迎
え

る
団
塊
の
世
代
と
い
わ
れ
る
人
た

ち
（
昭
和
22
年
か
ら
24
年
生
ま
れ
）

に
、
定
年
後
、
香
美
町
に
定
住
や

長
期
滞
在
し
て
い
た
だ
き
、
一
緒

に
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

運
動
を
進
め
て
も
ら
う
よ
う
（
財
）

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会
と
連

携
し
、
宅
地
や
空
家
情
報
の
提
供

と
香
美
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
ま
す
。

⑥
幹
線
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
整
備
促
進

　
地
域
高
規
格
道
路
「
余
部
道
路
」

の
円
滑
な
工
事
進
行
に
、
積
極
的

に
対
応
し
て
い
く
と
と
も
に
、
豊

岡
・
浜
坂
方
面
へ
の
延
伸
の
早
期

実
現
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
道
９
号
の
拡
幅
や
笠
波
峠
の

ト
ン
ネ
ル
化
も
、
国
土
交
通
省
の

取
り
組
み
に
協
力
し
早
期
着
工
化

へ
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
町
内
を
縦
貫
す
る
県
道
香
住
・

村
岡
線
の
「
大
乗
寺
バ
イ
パ
ス
」、

「
境
バ
イ
パ
ス
」、
国
道
４
８
２
号

の
「
大
谷
バ
イ
パ
ス
」
の
早
期
着

工
に
向
け
、
必
要
な
対
応
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
、
余
部
鉄
橋
は
、
住
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
を
前
提
に
一

部
を
残
し
、
記
録
保
存
施
設
（
い

わ
ゆ
る
記
念
館
）
や
道
の
駅
、
地

域
振
興
施
設
と
合
わ
せ
て
整
備
し

て
い
く
方
向
で
、
県
に
お
い
て
具

体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
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平
成
19
年
度
予
算
（
一
般
会
計
、
特
別
・
企
業
会
計
）

本
格
的
行
財
政
改
革
ス
タ
ー
ト
、
総
額
２
３
６
億
円
の
ま
ち
づ
く
り

歳　入
118 億

7,200 万円 地方交付税
59 億 5,500 万円

町税
20 億 1,347 万円

町債
11 億 270 万円

県支出金
7 億 1,092 万円

諸収入
4 億 5,846 万円

国庫支出金
4 億 4,103 万円

使用料および手数料
2 億 4,384 万円

地方消費税交付金
2 億 2,400 万円

地方譲与税
1 億 7,000 万円 その他

5 億 5,258 万円

一
般
会
計

　
　

１
１
８
億
７
２
０
０
万
円

　

前
年
度
の
１
４
５
億
５
２
０
０
万

円
に
比
べ
、
26
億
８
千
万
円
、
18
・

4
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、

最

重

点

課

題

事

業

な

ど

特

殊

要

因

を

除

い

た

予

算

額

は
、

１
１
６
億
２
６
１
４
万
７
千
円
で
あ
る

の
で
、
前
年
度
の
特
殊
要
因
を
除
い
た

予
算
額
１
２
１
億
２
３
１
５
万
８
千
円

に
比
べ
、
４
億
９
７
０
１
万
１
千
円
、

4
・
1
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
長
期
的

に
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
財
政

調
整
基
金
な
ど
の
現
在
高
７
億
円
（
平
成
18

年
度
現
在
高
）
を
今
後
も
確
保
す
る
こ
と
と

し
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

基
金
の
取
り
崩
し
が
極
力
生
じ
な
い
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
行
い
ま
し
た
。

歳　出
118 億

7,200 万円

公債費
29 億 465 万円

民生費
19 億 5,014 万円

衛生費
13 億 5,780 万円

土木費
13 億 1,267 万円

総務費
12 億 3,990 万円

教育費
11 億 2,329 万円

農林水産業費
9 億 5,611 万円

消防費
5 億 630 万円

商工費
3 億 4,361 万円

議会費
1 億 769 万円

災害復旧費
5,033 万円 予備費

1,003 万円 労働費
948 万円

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別
・
企
業

会
計
合
わ
せ
た
香
美
町
の
予
算
総
額
は

２
３
５
億
８
３
０
３
万
５
千
円
と
な
り
、
前

年
度
の
２
７
０
億
１
７
３
６
万
２
千
円
に
比

べ
、
34
億
３
４
３
２
万
７
千
円
、
12
・
７
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平　成
19 年度

平   成
18 年度 差し引き

予 算 額 118  7,200 
億   万円

145  5,200 
億　万円

 26  8,000 
 億   万円  

（▲ 18.4％）
うち特殊
要因を除
く予算額

116  2,615 
億   万円

121  2,316 
億   万円

  4  9,701 
 億   万円

（▲ 4.1％）
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平成 19 年度香美町各会計予算

　
町
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
合
計

額
は
、
85
億
５
２
５
２
万
円
（
前

年
度
比
１
・
９
％
減
）
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
歳
入
全
体
の
50
・

2
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は

59
億
５
５
０
０
万
円
（
前
年
度
比

3
・
6
％
減
）
で
、
そ
の
う
ち
、

普
通
交
付
税
は
52
億
９
１
０
０
万

円
（
前
年
度
比
0
・
6

％
減
）、

特
別
交
付
税
は
６
億
６
４
０
０
万

円
（
前
年
度
比
22
・
0
％
減
）
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
国
県
支
出
金
は
、
事
業
完
了
や

事
業
費
の
減
に
よ
り
11
億
５
１
９

４
万
６
千
円
（
前
年
度
比
3
・
８
％

減
）
と
な
り
ま
す
。

　
繰
入
金
は
、
庁
舎
建
設
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
し
な
い
こ
と
や

や
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
に

よ
り
、
５
５
０
４
万
４
千
円
（
前

年
度
比
93
・
4
％
減
）
と
な
り
ま
す
。

　
地
方
債
は
、
11
億
２
７
０
万
円

（
前
年
度
比
56
・
５
％
減
）
と
な
り
、

最
重
点
課
題
事
業
な
ど
の
特
殊
要

因
を
除
く
と
５
億
８
千
万
円
と
な

り
ま
す
。

◇
約
１
億
５
０
０
万
円
の
増
収

(1)
未
利
用
の
公
有
財
産
の
売
却
　

　
　
香
住
駅
前
駐
車
場
、
旧
村
岡

　
病
院
跡
地
な
ど
12
件
の
売
却
（

　
約
１
億
円
増
）

(2)
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
の
見
直
し

　
①
体
育
館
、
公
民
館
な
ど
の
使

　
　
用
料
金
体
系
の
改
定

　
　
（
約
３
６
０
万
円
増
）

　
　
　
現
行
で
は
、
減
免
規
定
に

　
　
よ
り
大
半
の
施
設
で
町
民
の

　
　
使
用
料
が
免
除
さ
れ
て
い
ま

　
　
す
が
、
使
用
に
伴
う
経
費
相

　
　
当
分
の
負
担
と
し
た
料
金
の

　
　
取
り
扱
い
と
す
る
た
め
、
今

　
　
年
6
月
1
日
か
ら
全
面
的
改

　
　
定
を
行
い
ま
す
。（
※
12
ペ
ー

　
　
ジ
～
13
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲

　
　
載
し
て
い
ま
す
）

　
②
各
種
証
明
手
数
料
の
改
定
　

（
約
１
３
０
万
円
増
）

　
　
　
住
民
票
、
印
鑑
登
録
、
納

　
　
税
な
ど
の
各
種
証
明
手
数
料

　
　
に
つ
い
て
、
4
月
1
日
か
ら

　
　
現
行
１
件
２
５
０
円
を
３
０

　
　
０
円
に
改
定
す
る
こ
と
と
し

　
　
ま
し
た
。（
※
14
ペ
ー
ジ
に

　
　
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

町民１人当たりの町税額
合計９０，６１５円

（前年度７９，７８６円）

◆町民税（個人の所得や会社、団体など 
    の収益に対してかかる税金）36,690 円
◆固定資産税（土地、家屋、償却資産
    に対してかかる税金）         46,485 円
◆軽自動車税（軽自動車やオートバイ
    に対してかかる税金）         2,310 円
◆たばこ税（町内で販売されているた
    ばこに対してかかる税金）　    4,658 円
◆入湯税（温泉や共同浴場に対してかか
    る税金）                         472 円

町民１人当たりの予算額
合計５３４，２９３円
（前年度６４５，１７８円）

◆公債費（町の借金の返済にかかる費用）
                                 　      130,722 円
◆民生費（老人福祉や児童福祉などの充  
    実にかかる費用）                87,765 円
◆衛生費（町民の健康管理やゴミの回収、  
    清掃などにかかる費用）       61,107 円
◆土木費（道路や橋、町営住宅などの建
    設、維持管理にかかる費用） 59,076 円
◆総務費（庁舎の維持管理や全般的な管理
　事務にかかる費用）           55,801 円
◆教育費（学校教育、社会教育、文化、スポー
    ツの振興にかかる費用）       50,553 円
◆農林水産業費（農林水産業の活性化
    にかかる費用）              43,029 円  
◆消防費（消防や災害対策にかかる費用）
                                 　　　  22,786 円
◆商工費（商工業、観光の活性化にかかる
    費用）     　 　　　　　   15,464 円
◆議会費（町議会運営にかかる費用）  
                                              4,847 円
◆そのほか     　　    　  3,143 円

（ともに平成 19 年 3 月 1 日人口 22,220 人で計算）

歳
　
入

歳
　
出

◇
約
２
億
９
５
０
０
万
円
の
削
減

(1)
人
件
費
総
額
の
削
減
（
約
１
億

　
７
千
万
円
削
減
）

　
　
人
件
費
は
、
退
職
不
補
充
、

　
特
別
職
（
町
長
、
助
役
、
教
育
）

　
給
与
の
引
き
下
げ
、
職
員
給
与

　
な
ど
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
予
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①
職
員
数
の
削
減

（
約
１
億
円
削
減
）

　
　
　
11
人
減
（
正
規
職
員
10
人
、

　
　
　
嘱
託
職
員
１
人
）

　
②
給
与
の
引
き
下
げ

（
約
７
千
万
円
削
減
）

 

　
・
特
別
職
な
ど
の
給
与
の
引
き

　
　
下
げ

　
・
一
般
職
員
給
与
（
基
本
給
・

　
　
管
理
職
手
当
）
の
引
き
下
げ

　
度
は
約
１
億
４
千
万
円
と
し
、

　
約
４
千
万
円
削
減
し
ま
す
。

　
　
新
規
起
債
発
行
総
額
は
、
近

　
年
の
通
常
分
の
12
億
円
を
下
回

　
る
11
億
２
７
０
万
円
に
抑
制
し

　
て
い
ま
す
。

(4)
各
種
補
助
金
の
見
直
し

　
　
住
民
生
活
な
ど
に
関
連
し
た

　
補
助
金
は
、
平
成
18
年
度
に
１

　
４
６
件
に
整
理
し
、
今
年
度
、

　
さ
ら
に
必
要
度
、
効
果
度
か
ら

　
見
直
し
、
廃
止
11
件
、
再
編
2

　
件
、
削
減
72
件
と
し
、
補
助
金

　
の
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
は
約
３

　
７
０
０
万
円
の
削
減
と
な
り
ま

　
し
た
が
、
農
地
・
水
・
環
境
保

　
全
向
上
対
策
事
業
や
心
身
障
害

　
者
小
規
模
通
所
援
護
事
業
な
ど

　
の
町
負
担
増
な
ど
に
よ
り
、
差

　
し
引
き
約
２
千
万
円
の
減
と
な

　
っ
て
い
ま
す
。

(5)
扶
助
費
の
削
減

　
　
老
人
保
護
措
置
費
、
福
祉
医

　
療
費
な
ど
の
減
額
に
よ
り
扶
助

　
費
約
５
０
０
万
円
の
削
減
を
図

　
り
ま
す
。
　
　
　

(6)
公
債
費
の
削
減

　
　
借
金
の
返
済
に
充
て
る
公
債

　
費
は
、
29
億
４
６
５
万
円
（
前

　
年
度
比
４
３
３
万
円
減
、
率
に

　
し
て
0
・
1
％
減
）
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。

(7)
普
通
建
設
事
業
費
の
削
減

　
　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
予
算

　
額
12
億
１
８
６
９
万
２
千
円
（

　
前
年
度
比
64
・
3
％
減
）
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
充
当
し
た
一
般
財
源

　
は
１
億
３
９
３
８
万
円
で
、
前

　
年
度
よ
り
３
９
９
３
万
８
千
円

　
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

(8)
繰
出
金

　
　
繰
出
金
は
、
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
減
（
１

　
億
８
２
０
４
万
８
千
円
）
や
簡

　
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

　
出
金
の
増
（
１
４
５
０
万
８
千

　
円
）
に
よ
り
、
16
億
６
０
４
６

　
万
２
千
円
（
前
年
度
比
9
・
6

　
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
香
住
病
院
会
計
へ
の

　
繰
出
金
は
３
億
５
千
万
円
（
前

　
年
度
比
22
・
3
％
増
）
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。

(8)
地
方
債

　
　
平
成
18
年
度
末
現
在
高
は
、

　
２
３
２
億
８
４
８
３
万
円
で
、

　
今
年
度
の
発
行
額
を
11
億
２
７

　
０
万
円
と
し
、
元
金
償
還
額
は

　
24
億
４
７
２
８
万
９
千
円
で
、

　
今
年
度
末
現
在
高
を
２
１
９
億

　
４
０
２
４
万
１
千
円
と
見
込
ん

　
で
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
住
民
一
人
当
た
り
（

　
3
月
1
日
現
在
、
２
万
２
２
２
０

(2)
物
件
費
、
補
助
費
（
補
助
金
以

　
外
）
の
削
減
（
約
６
千
万
円
削
減
）

　
　
経
常
的
な
経
費
で
あ
る
物
件

　
費
、
補
助
費
の
う
ち
補
助
金
以

　
外
の
負
担
金
な
ど
を
あ
わ
せ
て

　
約
６
千
万
円
削
減
し
ま
す
。

　
　
物
件
費
は
、
事
務
経
費
（
賃

　
金
、
消
耗
品
費
、
旅
費
な
ど
）、

　
施
設
維
持
管
理
経
費
（
光
熱
水

　
費
、
役
務
費
、
委
託
料
な
ど
）

　
を
対
前
年
度
５
％
削
減
。
ま
た
、

　
収
益
的
施
設
の
民
営
化
（
小
代

　
物
産
館
レ
ス
ト
ラ
ン
）
に
よ
る

　
削
減
を
行
い
ま
す
。

　
　
補
助
費
は
、
一
部
事
務
組
合

　
な
ど
の
運
営
も
、
経
費
の
削
減

　
を
求
め
る
な
か
で
、
町
の
負
担

　
金
の
縮
減
を
行
い
ま
す
。

(3)
投
資
的
経
費
の
見
直
し
と
起
債

　
発
行
額
の
削
減

　
　
投
資
的
経
費
に
充
て
る
一
般

　
財
源
は
、
平
成
18
年
度
当
初
約

　
１
億
８
千
万
円
に
対
し
、
今
年

　
算
額
は
20
億
２
７
９
６
万
９
千

　
円
で
、
前
年
度
比
6
・
0
％
減

　
（
特
別
職
約
４
７
０
万
円
減
、

　
一
般
職
約
１
億
３
１
０
０
万
円

　
減
、
選
挙
立
会
人
な
ど
の
報
酬

　
約
５
０
０
万
円
増
）
と
な
り
ま
す
。

　
人
）
の
地
方
債
残
高
は
、
今
年

　
度
末
で
98
万
７
４
１
０
円
（
交

　
付
税
措
置
に
よ
る
補
て
ん
率
約

　
50
％
を
考
慮
す
る
と
、
49
万
4

　
千
円
）
と
な
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た

　
地
方
債
残
高
は
、
総
額
４
６
８

　
億
３
８
９
９
万
円
で
、
一
人
当

　
た
り
２
１
０
万
７
９
６
５
円
（

　
交
付
税
措
置
に
よ
る
補
て
ん
率

　
約
45
％
を
考
慮
す
る
と
、
１
１

　
５
万
９
千
円
）
に
な
り
ま
す
。

職名
削減率

改正後 現　行

部長級
次長級

10％ 12％

課長級  7％  8％

職名 削減率

課長級以上 5％

副課長級 4％

課長補佐級以下 3.5％

（平成 19 年 4 月 1 日〜平成 21 年 3 月 31 日）

・管理職手当 ・職員基本給 （平成 17 年 4 月 1 日対比）

職名

削減率
H18.4.1

～
H19.3.31

H19.4.1
～

H21.3.31

町　長 20％ 32％

助　役 15％ 23.5％

教育長 10％ 19％

議　員 10％ 10％

・特別職などの給与

経
常
収
支
比
率

実
質
公
債
費
比
率

　
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
決
算
で
29
・
5
％
と

な
る
見
込
み
で
す
が
、
公
債
費
が

今
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
と

と
も
に
、
地
方
債
発
行
額
を
単
年

度
で
12
億
円
の
範
囲
内
に
抑
制
す

る
こ
と
に
よ
り
、
7
年
後
の
平
成

25
年
度
決
算
で
25
％
未
満
、
9
年

後
の
平
成
27
年
度
決
算
で
18
％
未

満
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
経
常
収
支
比
率
は
、
今
年
度

当
初
予
算
で
95
・
5
％
と
な
り
、

平
成
17
年
度
決
算
の
96
・
2
％

と
比
べ
、
0
・
7
ポ
イ
ン
ト
改

善
す
る
見
込
み
で
す
。
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合
併
し
て
3
年
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
今
後
の
財
政
再
建
と
ま

ち
づ
く
り
の
「
道
筋
」
を
付
け
て

い
く
上
で
、
次
の
よ
う
な
必
要
な

調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
助
役
」
が

「
副
町
長
」
に
、「
収
入
役
（
本
町

は
助
役
が
兼
務
）」
が
「
会
計
管

理
者
」
に
、
４
月
１
日
か
ら
名
称

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
農
林
課
は
本
庁
舎
へ

　
　

産
業
部
は
３
課
か
ら
２
課
へ

　

本
庁
機
能
と
し
て
村
岡
地
域
局

に
配
置
し
て
い
ま
し
た
「
農
林
課
」

は
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
を
図
る

た
め
本
庁
舎
に
置
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、従
前
の
「
商

工
水
産
課
」
の
「
水
産
係
」
を
統

合
し
、「
農
林
水
産
課
」
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
観
光
課
」
と
従

前
の
「
商
工
水
産
課
」
の
「
商
工

労
政
係
」
を
統
合
し
、「
観
光
商

工
課
」
と
し
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
産
業
部
は
１
課

減
り
、
３
課
か
ら
２
課
に
な
り
ま

し
た
。

　

②
統
括
力
強
化
！

部
長
・
地
域
局
長
の
課
長
職
兼
務

　

部
長
の
部
内
統
括
力
強
化
の
た

め
、
部
内
課
長
と
の
兼
務
化
を
行

な
う
こ
と
と
し
、
２
部
長
の
課
長

職
兼
務
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
産
業
部
長
が
農
林
水
産
課
長
を
、

建
設
部
長
が
下
水
道
課
長
を
兼

務
）
ま
た
、
各
地
域
局
長
は
地
域

振
興
課
長
を
兼
務
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

③
「
大
係
制
」
へ
移
行

　

71
係
を
49
係
へ
統
合

　

今
年
度
か
ら
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
機
動
的
な
活
用
と
、
事
務
の

執
行
に
お
い
て
、
関
連
事
務
も
含

め
た
幅
広
い
観
点
か
ら
判
断
を
行

い
、
よ
り
的
確
で
円
滑

に
事
務
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
、

関
連
す
る
事
務
を
極
力
一
つ
の
係

に
ま
と
め
た
「
大
係
制
」
へ
移
行

し
、
そ
の
総
括
係
長
と
し
て
副
課

長
ま
た
は
課
長
補
佐
を
充
て
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
性
格
の

異
な
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
担
当
係
長
を
配
置
し
適
正

な
事
務
執
行
を
図
り
ま
す
。

④
地
域
局

　

地
域
局
で
は
、「
商
工
観
光
係
」

が
地
域
振
興
に
密
接
に
関
連
す
る

こ
と
か
ら
、
従
前
の
「
産
業
建
設

4
月
1
日
付 

職
員
人
事
異
動
に
つ
い
て

①
4
月
1
日
付
異
動
（
課
長
級
以
上
）

●
部
長
級

▽
総
務
部
長
（
総
務
部
長
兼
総
務

課
長
）
谷
岡
喜
代
司
▽
産
業
部
長

兼
農
林
水
産
課
長
（
産
業
部
長
兼

商
工
水
産
課
長
）
西
内
正
昭
▽
建

設
部
長
兼
下
水
道
課
長
（
建
設
部

長
）
田
渕
和
正
▽
村
岡
地
域
局
長

兼
地
域
振
興
課
長
（
同
地
域
局
長
）

太
田
培
男
▽
小
代
地
域
局
長
兼
地

域
振
興
課
長
（
同
地
域
局
長
）
田

淵
一
良

●
次
長
級

▽
建
設
部
次
長
兼
建
設
課
長
（
下

水
道
課
長
）
見
塚
修

●
課
長
級

▽
総
務
課
長
（
福
祉
課
長
）
杉
谷

信
義
▽
税
務
課
長
（
会
計
課
長
）

中
村
修
▽
福
祉
課
長
（
税
務
課
長
）

岡
本
秀
喜
▽
観
光
商
工
課
長
（
観

光
課
長
）
本
庄
正
人
▽
会
計
管
理

者
兼
会
計
課
長
（
小
代
地
域
局
地

域
振
興
課
長
）
藤
村
吉
孝
▽
村
岡

地
域
局
農
林
建
設
課
長
（
同
産
業

建
設
課
長
）
伊
井
義
行
▽
小
代
地

域
局
農
林
建
設
課
長
（
同
産
業
建

設
課
長
）
今
井
雄
治

②
3
月
31
日
付
退
職

▽
亀
村
庄
二
（
同
理
事
）
▽
中
村

正
信
（
産
業
部
次
長
兼
農
林
課
長
）

▽
山
盛
和
義
（
建
設
部
次
長
兼
建

設
課
長
）
▽
田
中
美
津
子
（
公
立

香
住
総
合
病
院
給
食
科
長
）
▽
原

田
和
子
（
教
育
委
員
会
長
井
小
学

校
業
務
員
）
▽
稲
葉
英
子
（
教
育

委
員
会
香
住
幼
稚
園
業
務
員
）
▽

原
君
枝
（
教
育
委
員
会
奥
佐
津
小

学
校
業
務
員
）
▽
小
谷
克
男
（
村

岡
地
域
局
地
域
振
興
課
長
）
▽
才

田
栄
子
（
村
岡
地
域
局
健
康
福
祉

課
副
課
長
兼
福
祉
係
長
）

▽
吉
田
と
し
の
（
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
課
長
補
佐
兼
村
岡

中
央
公
民
館
副
館
長
兼
公
民
館

係
長
）
▽
西
田
百
樹
（
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
兼

村
岡
区
中
央
公
民
館
副
館
長
兼

公
民
館
係
長
）
▽
藤
岡
範
子
（
国

民
健
康
保
険
兎
塚
診
療
所
兼
国

民
健
康
保
険
川
会
・
原
診
療
所

看
護
師
）
▽
多
田
憲
二
（
公
立

香
住
総
合
病
院
検
査
室
長
）
▽

坂
本
美
枝
子
（
射
添
幼
稚
園
主

任
教
諭
）
▽
橋
本
達
宏
（
公
立

香
住
総
合
病
院
診
療
部
長
兼
整

形
外
科
医
長
）
▽
吉
松
茂
（
同

内
科
副
医
長
）
▽
保
田
勲
（
同

検
査
室
臨
床
検
査
技
師
）
▽
亀

村
英
明
（
同
診
療
放
射
線
科
技
師
）

●
異
動
内
容

（
カ
ッ
コ
内
旧
職
、
順
不
同
）

●
組
織

（
８
部
25
課
71
係
↓
8
部
24
課
49
係
）

課
」
か
ら
「
地
域
振
興
課
」
の
「
振

興
係
」
に
統
合
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、「
産
業
建
設
課
」

を
「
農
林
建
設
課
」
に
改
称
す
る

と
と
も
に
、「
建
設
係
」
と
「
上

下
水
道
係
」
を
統
合
し
て
「
建
設

係
」
と
し
ま
し
た
。　

　これまでは、代表番号（℡0796・36・
1111）から電話交換手を経由して担当部
署に取り次いでいましたが、担当部署に
直接電話をかけていただけるようになり
ました。

役場本庁舎の各部署に
ダイヤルイン（直通番号）ができました

部　　署 ダイヤルイン
議　会 議会事務局 0796・36・1963

総務部
総務課 0796・36・1111

（代表）

企画課 0796・36・1962
税務課 0796・36・1113

健康福祉部

町民課 0796・36・1110

健康課 0796・36・1114

福祉課 0796・36・1964

産業部
農林水産課 0796・36・0846

観光商工課 0796・36・3355

建設部 建設課 0796・36・1961

会計課 0796・36・4321
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香
美
町
総
合
計
画
策
定
　  

　―

　
私
た
ち
が
目
指
す
10
年
後
の
香
美
町
　―
美
し
い
山･

川
・
海
　
人
が
躍
動
す
る
　
交
流
と
共
生
の
ま
ち

総
合
計
画
の
構
成

　
総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」・「
基
本

計
画
」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

―

基
本
構
想―

　
将
来
の
あ
る
べ
き
ま
ち
の
姿
を
基
本
理

念
、
将
来
像
、
将
来
人
口
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
で
示
し
、
今
後
、
本
町
が
目

指
す
べ
き
方
向
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
目
標

年
次
を
10
年
後
の
平
成
28
年
度
と
し
て
い

ま
す
。

―

基
本
計
画―

　
基
本
構
想
に
掲
げ
た
ま
ち
の
姿
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
計
画
と
し
て
、
部

門
別
の
計
画
の
方
針
と
施
策
目
標
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。
目
標
年
次
を
５
年
後

の
平
成
23
年
度
と
し
て
い
ま
す
。（
紙
面

の
都
合
上
省
略
し
て
い
ま
す
）

く
り
の
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

①
人
と
自
然
を
大
切
に
し
た
参
画

　
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
を
自
ら
住
み
や
す
く
し
て
い
く
自

覚
と
責
任
の
も
と
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
す
る
ひ
と
づ
く
り
と
、
人
と
地

域
を
大
切
に
し
、
共
に
支
え
あ
う
「
人
と

人
と
の
共
生
」、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
を

育
み
、
こ
の
自
然
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら

自
然
を
大
切
に
し
育
て
て
い
く
「
人
と
自

然
と
の
共
生
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

②
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
育
む

　
ま
ち
づ
く
り

　
豊
か
な
自
然
に
ふ
さ
わ
し
い
循
環
型
社

会
の
形
成
と
、
人
々
が
こ
こ
に
生
ま
れ
た

こ
と
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び
、
健
や
か
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
地
域
の
豊
か
な
資
源
を
生
か
し
、

　
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
山
と
海
と
の
豊
か
な
資
源
を
生
か
し
、

観
光
を
中
心
と
し
た
都
市
と
の
交
流
や
産

業
間
の
連
携
に
よ
る
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
若
者
が
多
く
住
め
る
よ
う
雇
用
の

確
保
や
起
業
の
支
援
、
地
場
産
業
を
育
成

基
　
本
　
理
　
念

　
本
町
の
豊
か
な
山
・
川
・
海
の
自
然
を

生
か
し
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
「
住

み
続
け
た
い
ま
ち
」、「
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
」
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
次
の
４
項
目
を
ま
ち
づ

　
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
像
と
そ
れ
に
向
け
た
長

期
的
な
展
望
を
示
し
た
香
美
町
総
合
計
画
を
３

月
定
例
議
会
の
議
決
を
経
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
末

に
香
美
町
総
合
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
て
お

り
、
地
域
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
、
熱
心
な
協

議
が
重
ね
ら
れ
、
今
年
２
月
20
日
に
伊
藤
誠
会

長
（
香
住
区
若
松
）
か
ら
藤
原
町
長
に
答
申
さ

れ
ま
し
た
。
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し
活
力
と
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

④
連
携
・
交
流
を
促
進
し
、
魅
力

　
あ
る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
ま

　
ち
づ
く
り

　
世
代
間
や
地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
促

進
し
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
元
気
に

育
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
豊
か
な
地
域
社
会

を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
を
学
び
、

伝
統
を
尊
び
、
文
化
を
発
展
さ
せ
、
心
安

ら
ぐ
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

将
　  

来  

　 

像

将
　
来
　
人
　
口

　これからのまちづくりは、住民と行政が一体となっ
て参画と協働のまちづくりを進める必要があります。
　行政や住民などが自らの役割を理解し、町民運動
を進めるなど住民の創意や熱意などを持って調和の
とれた新しい風土の醸成を図ります。
　地域、産業、都市との連携や交流などを促進し、
魅力あるまちづくりを進めます。

～ 美しい山・川・海　人が躍動する　交流と共生のまち ～
　●まちづくりの基本方針…将来像実現のため、まちづくりの基本方針を柱として、具体的な施策に取り組みます。

自律と参画・協働、連携・交流の推進

　人口減少が進むなかで、若者定住、結婚対策、少
子化対策（子どもを生み育てやすい環境づくりなど）
を進めます。
　健康で生きがいのある長寿社会を目指し、保健・
医療・福祉の一体的な基盤づくりを推進します。
　民間団体などと連携して、地域福祉対策などに取り
組み、安心して暮らせる地域社会づくりを進めます。
　健康づくりに対する正しい知識を普及するなど健
康づくりを推進します。

保健・医療・福祉の充実・連携

　豊かな自然環境を生かし若者が定住したいと思う
機能性の高い都市基盤づくりを進めます。３区の優
れた特性を発揮し、均衡ある発展を図るため、各地
域の中心市街地を拠点にして都市機能強化を図りま
す。また、地域全体が魅力ある都市機能を備えるため、
道路、鉄道、バスなどの交通体系や情報通信基盤整
備の充実を図ります。

都市基盤の整備 ･ 充実
　本町は山陰海岸国立公園、氷ノ山後山那岐山国定
公園、但馬山岳県立自然公園に指定され、優れた自
然環境を有しています。この多彩な自然環境を町民
の財産として保全し、自然の恵みとともに生きる交
流と共生の理想郷を育みます。
　また、水源涵養や環境保全など公益機能を有する
森林、棚田などを保持するとともに県の風景形成地
域に指定された海岸や河川の保全に努めます。

自然環境の保全・活用

　すべての人が自己実現できる環境づくりを進め、
心の豊かさ、生きる力を重視した教育・学習活動を
推進するとともに、郷土学習の推進を図り、ふるさ
とを愛する青少年を育成します。
　歴史的文化的資源の保護など地域文化の振興を図
ります。また、恵まれた自然環境にある施設で世代間、
地域間交流を深め、豊かな人間形成を促進します。

教育・文化の充実・創造

　産業振興において、観光業を中心に他の産業と連
携を図り産業全体の振興を図ります。
　地域の特産物や加工品の生産拡大など地場産業の
育成とともに観光業と連携して地産地消の推進を図
ります。
　また、特産品の開発や地域社会に貢献する企業の
支援を進めます。さらに後継者の確保や若者の定住
促進を図るため、雇用施策の充実やＵＩターンの受
け入れ体制づくりを進めます。

産業振興と雇用対策

　豊かな自然環境の中で、快適で利便性の高い生活
や安全で安心して暮らせるまちづくりを進めます。
　上下水道の整備、ごみの減量化など環境保全に努
めます。また、集落内道路改良などの整備、救急、
消防活動などの対応強化、交通安全対策や防犯対策
の拡充などに努めます。さらに広域的な、防災機能
の強化、消防救急体制の充実、情報ネットワークの
促進を図ります。

生活環境の整備 ･ 充実
　町は、身近な自治体として総合的な行政を展開し、
地方分権を確立するため、自立性の高い地域社会づ
くりに努めます。住民の参画と協働のまちづくりを
推進し、地方分権における自治体の権限と責任の拡
大に向け、行財政能力の向上を図ります。
　また、少子高齢化や経済の低迷により厳しい財政
運営が予想され従来の施策事業などの見直しを行い、
新しい時代にあった簡素で効率的な行財政システム
を再構築し、行財政基盤の強化を図ります。

行財政基盤の強化

目
標
人
口
２
万
人
（
平
成
28
年
度
）

　
本
町
の
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、
減
少

傾
向
に
あ
り
、
国
勢
調
査
に
よ
る
推
計
人

口
は
、
近
年
の
出
産
や
転
入
転
出
な
ど
の

状
況
が
今
後
も
続
く
と
す
る
と
平
成
28
年

に
は
約
１
万
９
千
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
た

い
、
移
り
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
人
口
の
減
少
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、

２
万
人
を
目
標
人
口
と
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
ふ
ま
え
て
、
本

町
の
将
来
像
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

　
美
し
い
山
・
川
・
海

　
　
　
　
人
が
躍
動
す
る

　
　
　
　
　
　
交
流
と
共
生
の
ま
ち
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い
よ
い
よ
架
替
工
事
始
ま
る
、
余
部
鉄
橋
の
利
活
用
は
？
　

現
橋
３
本

残
し
後
世
へ

　
余
部
鉄
橋
は
近
代
土
木
遺
産
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

香
美
町
の
観
光
資
源
と
し
て
も
重

要
な
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
誇
り
に
し

て
き
ま
し
た
。
町
で
も
、
防
風
壁

の
設
置
に
よ
り
何
と
か
現
橋
を
使

い
続
け
ら
れ
な
い
か
と
Ｊ
Ｒ
に
強

く
要
望
す
る
中
で
、
平
成
6
年
か

ら
5
年
間
に
わ
た
り
兵
庫
県
・
Ｊ

Ｒ
・
風
工
学
の
専
門
家
等
で
組
織

す
る
「
余
部
鉄
橋
技
術
研
究
会
」

な
ど
に
お
い
て
技
術
的
な
検
討
が

行
わ
れ
た
結
果
、
や
む
を
得
ず
新

橋
架
け
替
え
に
至
っ
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。

　
架
け
替
え
決
定
後
、
兵
庫
県
で

は
近
代
土
木
遺
産
と
し
て
も
貴
重

な
余
部
鉄
橋
の
価
値
を
い
か
に
後

世
に
伝
え
、
ど
う
利
活
用
す
べ
き

か
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
18
年

3
月
に
「
余
部
鉄
橋
利
活
用
検
討

会
」（
座
長
…
京
都
大
学
大
学
院 

川
崎
雅
史
助
教
授
。
委
員
10
名
。

香
美
町
よ
り
藤
原
久
嗣
町
長
、
関

清
徳
香
住
観
光
協
会
長
、
山
本

美
津
男
余
部
連
合
自
治
会
長
が
参

加
）
を
組
織
。
ま
た
、
町
で
も
県

検
討
会
に
地
元
の
声
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
昨
年
6
月
に
町
余
部
鉄

橋
利
活
用
検
討
会
（
座
長
…
藤
原

町
長
、
委
員
30
名
）
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。

県
と
町
で

利
活
用
検
討
会

　
明
治
45
年
、
当
時
最
高
の
土
木
技
術
を
結
集
し
て
完
成
し
東
洋
一
の

規
模
を
誇
っ
た
ト
レ
ッ
ス
ル
式
橋
梁
・
余
部
鉄
橋
。
約
１
０
０
年
間
、

地
域
の
発
展
を
陰
で
支
え
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
新
橋
へ
の
架
替
工
事

を
ひ
か
え
る
中
、
現
橋
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、
こ

の
ほ
ど
「
橋
脚
３
本
程
度
を
残
す
」
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

程度

受
け
て
、
県
検
討
会
で
も
地
元
住

民
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
を
第

一
の
前
提
条
件
と
し
て
、
①
景
観

▲約 1 世紀の間、日本海を背景に余部の風景になじんできた鉄橋（写真左側餘部駅）

　
町
検
討
会
で
は
、
地
元
余
部
地

区
の
委
員
よ
り
鉄
橋
か
ら
の
落
下

物
に
対
す
る
不
安
の
声
が
出
る
一

方
、
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
現

橋
を
保
存
し
活
用
す
べ
き
な
ど
の

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

安
全
・
安
心
が

現
橋
保
存
の
第
一
条
件

鎧駅→←餘部駅

▲県余部鉄橋利活用検討会の提言に盛り込まれた 4 案のうちの 1 案（西側（餘部駅側）3 本の橋脚を残す）のイメージ図
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 この春、余部小を卒業した 9 人

鉄橋は、第二の「お母さん」

　
県
検
討
会
の
提
言
書
で
は
、
町

検
討
会
の
意
向
を
踏
ま
え
、
保
存

す
る
現
橋
橋
脚
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
そ
の
費
用
負
担
も
含
め

兵
庫
県
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

鉄
橋
の
歴
史
や
様
々
な
価
値
を
記

録
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
る
た
め

鉄
橋
記
念
館
（
仮
称
）
を
県
が
整

備
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
交
流
・

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
道
の
駅
を

併
設
し
、
地
域
活
性
化
の
核
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
余
部
駅
や
国
道
が
整
備
さ
れ
る

以
前
、“
陸
の
孤
島
”
と
も
い
わ

れ
た
余
部
地
区
で
は
、
こ
の
度
の

提
言
を
踏
ま
え
、
余
部
鉄
橋
を
活

か
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
意
向
で
す
。

　
架
け
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
余
部
橋
梁
は
、
耐
震
性
の
高
い

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
と
呼
ば

れ
る
形
式
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
鉄
橋
で
11
本

あ
っ
た
橋
脚
は
４
本
と
な
り
、
直

線
を
生
か
し
た
ス
マ
ー
ト
な
橋
で

す
。
総
事
業
費
は
約
30
億
円
で
、

そ
の
２
割
を
Ｊ
Ｒ
が
負
担
。
残
り

を
兵
庫
県
・
鳥
取
県
と
両
県
の
市

町
村
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、

香
美
町
は
約
1
億
５
５
０
０
万
円（
約

５
％
）
を
負
担
し
ま
す
。

　
余
部
橋
梁
架
替
工
事
は
、
平
成

17
年
度
か
ら
基
本
設
計
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
詳
細
設
計

が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
鉄
橋

下
駐
車
場
が
工
事
ヤ
ー
ド
と
し
て

使
え
な
く
な
る
た
め
、
そ
の
代
替

駐
車
場
の
整
備
な
ど
の
準
備
工

事
が
３
月
末
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
工
事
は
①
長
谷
川
周
辺
エ
リ

ア
、
②
国
道
～
町
道
西
浜
線
エ
リ

ア
、
③
町
道
西
浜
線
～
餘
部
駅
エ

リ
ア
の
大
き
く
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
進
め
ら
れ
る
計
画
で
す
。
最

新
余
部
橋
梁
工
事
着
手
へ

余部鉄橋と新余部橋梁

と
の
調
和
、
②
安
全
・
安
心
の
確

保
、
③
後
世
へ
の
継
承
、
④
適
切

な
維
持
管
理
な
ど
の
観
点
か
ら

「
望
ま
し
い
現
橋
の
残
し
方
」
に

つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、
県
町
そ

れ
ぞ
れ
5
回
の
検
討
会
を
重
ね
た

結
果
、
最
終
的
に
「
現
橋
脚
の
う

ち
西
側
３
本
程
度
を
残
し
地
域
の

活
性
化
に
活
か
す
」
方
向
で
3
月

13
日
、
知
事
に
提
言
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

鉄
橋
記
念
館
　
を

県
が
整
備

（仮称）

・新余部橋梁の概要
　橋長310ｍ、幅員7.5ｍ、
　高さ 41.5 ｍ
・橋梁形式
　エクストラドーズド橋
・工期
　平成 17 年度～ 22 年度
・全体事業費
　約 30 億円
・デザインコンセプト
　スマートで直線的、水
　平ラインを強調したシ
　ンプルなデザイン。

総
事
業
費
約
30
億
円

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

8
月
に
工
事
本
格
化

平
成
22
年
度
完
成
へ

初
に
①
エ
リ
ア
で
工
事
ヤ
ー
ド
仮

囲
い
の
設
置
や
河
川
を
渡
る
桟
橋

架
設
な
ど
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
大

型
ク
レ
ー
ン
な
ど
に
よ
り
基
礎
工

事
等
が
始
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
西

地
区
か
ら
駅
へ
通
じ
る
町
道
西

　3 月 20 日、余部小学校を卒業した 9 人は、4 月から香住一中に汽車で
通っています。鉄橋への思いを聞くと「生まれたときから立っていて、
これまでず〜っと見守ってくれてた感じ。第二のお母さんみたい。今ま
では見上げていたけど、中学生になったら汽車通学なので、毎日鉄橋の
上からの眺めを楽しめます。架け替えられるのは、とっても寂しいけど、
安全になるならいいと思う。新しい橋も、とっても楽しみです」と語っ
てくれました。

２
１
４
号
線
は
工
事
用
道
路
と
し

て
使
用
さ
れ
る
た
め
拡
幅
工
事
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
年
８
月
ご

ろ
に
は
架
替
工
事
が
本
格
化
す
る

見
込
み
で
、
平
成
22
年
度
完
成
を

目
指
し
て
進
め
ら
れ
ま
す
。
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行政トピックス

　今年1月に策定した香美町行財政改革大綱に基づき、町内の各種施設使用料を見直し、3月議会の可
決を経て、6月 1日から新しい料金体系になります。
　今回の使用料改正は、本町の財政運営の健全化を図るうえで、町有施設の管理について利用者の負担
を求め、施設を維持していくための財源を確保することを目的としています。
　なお、町内の公共的団体の使用については、使用料を5割減額、また、無償で町民に対してボランティ
ア活動を行うときなど、極めて公益性が高い場合は、使用料を免除することとしています。
　香美町の財政健全化に向け、町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

６月１日から各種施設使用料が変わります

　　　　　　　　　　　　使　　用　　料
　

施　　　　　　設　　　　　

時間帯別料金
（欄内に時間帯が特記してあるものは、それに従う。
また、特記のないものは、１回あたりの料金とする）

新料金（H19.6.1 から）

種
別 施設名 使用箇所（室名）、

使用方法など
午前

（9:00 ～ 12:00）
午後

（13:00 ～ 17:00）
夜間

（18:00 ～ 22:00）

文
化
会
館

香住文化会館 第 1会議室、第 2会議室 (8:30 ～ 12:00）450 円 600 円 800 円

第 3会議室、講義室 (8:30 ～ 12:00）600 円 800 円 1,000 円

紅梅、白梅、松、竹 (8:30 ～ 12:00）450 円 600 円 800 円

調理実習室 (8:30 ～ 12:00）900 円 1,200 円 1,600 円

大会議室（全体） (8:30 ～ 18:00）1 時間につき 1,000 円 1 時間につき 1,300 円

大会議室（ステージのみ） (8:30 ～ 18:00）1 時間につき   300 円 1 時間につき 400 円

中
央
公
民
館

香住区中央公民館 1階 研修室、2階研修室 (1)、2 階研修室 (2) 450 円 600 円 800 円

視聴覚室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

ロビーのみ 1,200 円 1,600 円 2,100 円

文化ホール全体（平日） (9:00 ～ 18:00）1 時間につき 4,000 円 1 時間につき  8,000 円

文化ホール全体（土、日、祝日） (9:00 ～ 18:00）1 時間につき 5,000 円 1 時間につき 10,000 円

舞台のみ（平日） (9:00 ～ 18:00）1 時間につき 1,200 円 1 時間につき  2,400 円

舞台のみ（土、日、祝日） (9:00 ～ 18:00）1 時間につき 1,500 円 1 時間につき  3,000 円

村岡区中央公民館 中会議室、農林業研修室、青年研修室、農林
業指導センター、老人室、婦人室

450 円 600 円 800 円

娯楽室 600 円 800 円 1,000 円

大会議室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

生活改善実習室 900 円 1,200 円 1,600 円

小代区中央公民館
（地域連携センター）

会議室 600 円 800 円 1,000 円

小代区総合センター
大会議室 600 円 800 円 1,000 円

視聴覚室、婦人研修室、青年研修室、小会
議室

450 円 600 円 800 円

小代基幹集落センター 娯楽室（1室につき） 450 円 600 円 800 円

地
区
公
民
館

奥佐津地区公民館 会議室 450 円 600 円 800 円

和室 600 円 800 円 1,000 円

大会議室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

調理実習室 900 円 1,200 円 1,600 円

佐津地区公民館 会議室 450 円 600 円 800 円

和室 600 円 800 円 1,000 円

大会議室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

調理実習室 900 円 1,200 円 1,600 円

柴山地区公民館 和室（1階）、会議室 450 円 600 円 800 円

学習室、和室（2階） 600 円 800 円 1,000 円

大会議室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

実習室 900 円 1,200 円 1,600 円

長井地区公民館 会議室、和室 450 円 600 円 800 円

大会議室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

調理実習室 900 円 1,200 円 1,600 円

余部地区公民館 和室 600 円 800 円 1,000 円

講義室 450 円 600 円 800 円

大集会室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

調理実習室 900 円 1,200 円 1,600 円

兎塚地区公民館 小会議室、創作室、教養室、視聴覚室 450 円 600 円 800 円

ミーティングルーム 600 円 800 円 1,000 円

会議室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

調理実習室 900 円 1,200 円 1,600 円

射添地区公民館
（射添会館）

教養・娯楽室（和室）、研修室、更衣室兼休
憩室

450 円 600 円 800 円

創作室 900 円 1,200 円 1,600 円

多目的ホール 1,800 円 2,400 円 1 時間につき   750 円

○各種施設使用料一覧表（その１）
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　　　　　　　　　　　　使　　　用　　　料
　

施　　　　　　　設　　　　　 

時間帯別料金
（欄内に時間帯が特記してあるものは、それに従う。
また、特記のないものは、１回あたりの料金とする）

新料金（H19.6.1 から）

種
別 施設名 使用箇所（室名）、

使用方法など
午前

（9:00 ～ 12:00）
午後

（13:00 ～ 17:00）
夜間

（18:00 ～ 22:00）

体
育
館

村岡体育館 1階体育場 1,800 円 2,400 円 1 時間につき   750 円

福岡体育館 1階体育場 3,600 円 4,800 円 1 時間につき 1,500 円

味取体育館 900 円 1,200 円 1 時間につき   400 円

山田体育館

町立 B&G海洋センター 体育館（1階） 1,800 円 2,400 円 1 時間につき   750 円

第 2体育館（2階） 900 円 1,200 円 1 時間につき   400 円

プール（一般 ･高校生以上、個人使用） (9:00 ～ 21:00）100 円

プール（一般 ･高校生以上、20 人以上の団体
使用）

(9:00 ～ 21:00）  80 円

プール（中学生以下、個人使用） (9:00 ～ 21:00）   無料

プール（中学生以下、20 人以上の団体使用） (9:00 ～ 21:00）   無料

佐津地区健康管理施設 1,800 円 2,400 円 1 時間につき   750 円

柤岡すこやか広場 1,000 円 1,000 円

広井多目的山村広場 1,000 円 1,000 円

小代健康公園 芝生広場 (8:30 ～ 12:00）
2,000 円

2,000 円 2,000 円

照明施設 1時間につき 350 円

農業者健康管理施設
「おじろドーム」

おじろドーム 1階体育館 3,600 円 4,800 円 1 時間につき 1,500 円

今子浦運動場 グラウンド 1,500 円

夜間照明使用料 グラウンド全部点灯の場合 30 分につき 1,500 円

グラウンド部分点灯の場合 30 分につき   750 円

テニスコート 1面につき 400 円

学校施設使用料 体育館 1,800 円 2,400 円 1 時間につき 750 円

運動場 1回につき 1,000 円

香住小学校運動場照明施設 1時間につき 800 円

村岡区内運動場照明施設 1時間につき 500 円

小代小学校運動場照明施設 1時間につき 500 円

老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー

香住老人福祉センター 1階和室、1階相談室 450 円 600 円 800 円

1 階調理室 900 円 1,200 円 1,600 円

2 階洋会議室、2階健康相談室 450 円 600 円 800 円

2 階集会室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

村岡老人福祉センター 2階図書室、2階会議室、2階機能回復訓練室、
2階生活相談室

450 円 600 円 800 円

2 階栄養指導室 900 円 1,200 円 1,600 円

3 階教養娯楽室 450 円 600 円 800 円

3 階大集会室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

香
住
福
祉
村

香住地域福祉センター 2階研修室（和室）、2階集会室 450 円 600 円 800 円

2 階多目的利用室兼日常生活訓練室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

香住高齢者
生産活動センター

わら細工室、手芸室、休憩室 450 円 600 円

陶芸室、木工室 900 円 1,200 円

香住高齢者
ふれあい交流館

多目的室、教養・休養室、茶室 450 円 600 円

栄養指導室 900 円 1,200 円

小代高齢者
生活支援センター
「いこいの里」

1階高齢者交流室、1階スタッフルーム、1階
休憩室、2階ボランティアルーム、2階作業室

450 円 600 円 800 円

1 階創作室 900 円 1,200 円 1,600 円

2 階屋内運動室 1,350 円 1,800 円 2,300 円

小代保健センター トレーニング室 450 円 600 円 800 円

栄養実習室 900 円 1,200 円 1,600 円

備考　①時間区分を超えて使用する場合の使用料は、区分ごとの使用料を合計した額とする。
　　　②冷暖房使用料は、当該使用区分に係る基本使用料の 3割の額を基本使用料に加算する。
　　　　ただし、町外者が使用した場合においては、当該時間区分に係る町民の基本使用料の 3割の額を基本
　　　　使用料に加算する。
　　　③使用料算定において、10円未満の端数が生じた場合は、その端数を切り捨てるものとする。
　　　④体育場を区切ってその半分を使用する場合の使用料は、当該使用区分の基本使用料に 2分の１を乗じ
　　　　て得た額とする。
　　　⑤時間単位の使用料を定めているものについては、当該使用区分に係る基本使用料に使用時間を乗じて
　　　　得た額とする。
　　　⑥町外者の使用料は、原則として町民の 2倍としています。ただし、柤岡すこやか広場、広井多目的山
　　　　村広場、学校施設運動場は、町民の5倍としています。香住区中央公民館のホールおよび舞台については、
　　　　施設に確認してください。

○各種施設使用料一覧表（その２）

※役場各課など主な施設の電話番号は、『けいじばん』のコーナー（P22 ～ P23）にあります。
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今
年
1
月
に
策
定
し
た
香
美
町
行
財
政
改
革
大
綱
に

基
づ
き
、
4
月
1
日
か
ら
住
民
票
、
印
鑑
登
録
、
納
税

な
ど
の
各
種
証
明
手
数
料
（
表
の
と
お
り
）
に
つ
い
て
、

現
行
1
件
２
５
０
円
を
３
０
０
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

●

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
総
務
課
、
健
康
福
祉
部
町
民
課
、
各
地

　

域
局
地
域
振
興
課

4
月
1
日
か
ら

各
種
証
明
手
数
料
が
変
わ
り
ま
し
た

３
０
０
円
に
改
定
と
な
る
主
な
証
明
な
ど
の
種
類

単
位

町
民
課

窓
口

関
係

住
民
票
の
写
し
の
交
付
手
数
料

１
件

住
民
票
記
載
事
項
照
明
手
数
料

１
件

戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
手
数
料

１
件

印
鑑
登
録
証
交
付
手
数
料

１
件

印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
手
数
料

１
件

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
手
数
料

１
件

外
国
人
登
録
原
票
の
写
し
の
交
付
手
数
料

１
件

身
分
に
関
す
る
証
明
手
数
料

１
件

住
民
基
本
台
帳
の
写
し
の
閲
覧
手
数
料

１
件

埋
火
葬
証
明
手
数
料

１
件

被
害
証
明
手
数
料

１
件

税
務

関
係

納
税
証
明
手
数
料

１
件

課
税
証
明
手
数
料

１
件

固
定
資
産
に
関
す
る
証
明
手
数
料

土
地
（
家
屋
）
に
つ
い
て
は
、
5
筆
（
棟
）

ま
で
ご
と
に
1
件
と
す
る
。

１
件

公
簿
・
図
面
な
ど
の
公
文
書
の
閲
覧
手
数

料

１
件

町
税
資
料
に
基
づ
く
証
明
手
数
料

１
件

そ
の
他

非
農
地
に
関
す
る
諸
証
明
手
数
料

１
件

そ
の
他
の
証
明
な
ど

（
現
行
２
５
０
円
と
な
っ
て
い
る
も
の
）

１
件

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
な
ど
を
踏
ま

え
、
若
い
子
育
て
世
帯
な
ど
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、
３
歳
未
満

の
乳
幼
児
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当

の
額
を
、
第
１
子
お
よ
び
第
２
子
に
つ
い

て
倍
増
し
、
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
一

律
月
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児
童
手
当
の
額
、
支
給
対
象
年

齢
お
よ
び
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

●
拡
充
内
容

①
０
歳
以
上
３
歳
未
満
の
児
童
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
現
行
）　

（
改
正
）

　

第
１
子
、
第
２
子
…
月
額 

５
千
円
→
１
万
円
（
倍
増
）

　

第
３
子
以
降　
　

…
月
額 

１
万
円
→
１
万
円
（
現
行
ど
お
り

）

②
３
歳
以
上
（
現
行
ど
お
り
）

　

第
１
子
、
第
２
子
…
月
額
５
千
円　

　

第
３
子
以
降　
　

…
月
額
１
万
円　

●
施
行
日

　

平
成
19
年
４
月
１
日
（
拡
充
後
の
最
初
の
支
給
月
は
平
成

19
年
６
月
と
な
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
、
村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課
、

　

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
さ
ら
に
充
実

※　

今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
は
特
段
の
手
続
き
を
行

　

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

な
お
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
３
歳
未
満
の
児
童
手
当

　

な
ど
の
額
は
一
律
月
額
１
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
３
歳

　

到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、　

第
１
子
お
よ
び
第
２
子
の

　

手
当
額
は
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

①
国
道
１
７
８
号
余
部
道
路
・
平
成
17

　

年
度
事
後
監
視
調
査
結
果
報
告
書
の

　

縦
覧

●
縦
覧
内
容

　

環
境
影
響
評
価
事
後
監
視
調
査
結
果
報
告

　

・
事
業
名　

一
般
国
道
１
７
８
号
余
部
道
路

　

・
事
業
者　

兵
庫
県
知
事　

井
戸
敏
三

●

縦
覧
場
所

　

新
温
泉
土
木
事
務
所
工
事
業
務
課

　

役
場
建
設
部
建
設
課

●

縦
覧
期
間

　

５
月
１
日
（
火
）
～
５
月
31
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
、
日
、
祝
日
を

除
く
）

②
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道

　

（
仮
称
）
浜
坂
道
路
の
整
備
に
関
す
る

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

「（
仮
称
）
浜
坂
道
路
」（
香
美
町
香
住
区
余
部

～
新
温
泉
町
）
の
事
業
着
手
に
向
け
、
5
月
中

旬
に
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
が
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

問
い
合
わ
せ
先

・
新
温
泉
土
木
事
務
所

　

①
余
部
道
路
課
、
②
居
組
道
路
課

　
　

'
０
７
９
６
・
82
・
３
１
４
１

・
役
場
建
設
部
建
設
課

新
温
泉
土
木
事
務
所
か
ら

お
知
ら
せ
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高
齢
者
な
ど
の
生
活
を
支
援
す
る
福
祉
事
業
の
ご
紹
介

事　

業　

名

対　
　

象　
　

者

内   　
　
　

容

利   

用   

料

「
食
」
の
自
立
支
援

事
業

（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
ま
た

は
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
調
理
が
困
難
な
者

自
宅
へ
の
お
弁
当
の
配
達
と
安
否
確
認
を
行
い
ま

す
。
配
食
日
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
香
住
区
は
月
か
ら
土
曜
日
の
夕
食

・
村
岡
区
は
日
か
ら
金
曜
日
の
夕
食

・
小
代
区
は
日
か
ら
金
曜
日
の
昼
・
夕
食

　

（
た
だ
し
、
年
末
年
始
な
ど
を
除
く
）

・
主
食
と
副
食 

　
　
　
　
　

 

６
０
０
円

・
副
食
の
み　

　
　
　
　
　

 

５
０
０
円

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業

概
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は
下
肢
の
不
自
由

な
身
体
障
害
者
で
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る

こ
と
が
困
難
な
者

車
い
す
ま
た
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
型
の
車
で
、

高
齢
者
な
ど
の
自
宅
と
医
療
機
関
な
ど
の
間
を
送

迎
し
ま
す
。

基
本
料
金
３
０
０
円
に
、

走
行
距
離
１
㎞
当
た
り

30
円
を
加
算
し
た
額

軽
度
生
活
援
助
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
な

ど
で
、
要
介
護
認
定
で
自
立
と
判
定
さ
れ
た
要
援

護
高
齢
者

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
を
派
遣
し
、
身
体
介
護
以
外
の
日

常
生
活
上
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

１
時
間
あ
た
り

　
　
　
　
　

 

２
０
８
円

生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業

概
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
日
常
生
活
が
自
立

し
て
い
る
者

健
康
増
進
・
介
護
予
防
の
た
め
の
趣
味
活
動
・
介

護
予
防
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

実
施
場
所
は
香
住
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
村

岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
代
高
齢
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
い
こ
い
の
里
」
で
す
。

実
費
相
当
額

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
夫

婦
世
帯
、
身
体
障
害
者
な
ど
で
緊
急
時
に
対
応
が

困
難
な
者

自
宅
に
消
防
署
直
通
の
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し

ま
す
。

高
齢
者
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
ね
た
き
り
高
齢
者
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
）

火
災
警
報
器
を
給
付
し
ま
す
。

【
限
度
額
１
万
円
】

人
生
80
年
い
き
い
き

住
宅
助
成
事
業

介
護
保
険
認
定
で
要
支
援
・
要
介
護
と
認
定
さ
れ

た
者
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
な
ど

住
ま
い
の
改
良
相
談
員
が
緊
急
性
な
ど
を
判
断
し
認

め
る
範
囲
内
で
、
既
存
住
宅
の
改
造
工
事
に
要
す
る

経
費
の
一
部
に
つ
い
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
限
度
額 

45
万
円
（
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
20
万

円
分
を
含
む
）】

所
得
に
よ
り
利
用
者
負

担
有
り

介
護
用
品
支
給
事
業

介
護
保
険
認
定
で
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
）

年
額
10
万
円
以
内
の
介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
な
ど
）

を
支
給
し
ま
す
。（
限
度
額
は
申
請
月
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

在
宅
老
人
介
護
手
当

支
給
事
業

介
護
保
険
認
定
で
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
（
介

護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
、
所
得
制
限
有
り
）

介
護
手
当
を
支
給
し
ま
す
。【
年
額
18
万
円
】

（
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
未
利
用
期
間
が
１
年
未

満
の
場
合
は
、
月
額
１
万
５
千
円
を
支
給
し
ま
す
）

　

町
は
、
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次

の
よ
う
な
事
業
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

国
道
４
８
２
号

長
板
バ
イ
パ
ス
開
通

　

国
道
9
号
か
ら
小
代
方
面

へ
の
入
り
口
、
村
岡
区
長
板

地
内
で
進
め
ら
れ
て
い
た
長

板
バ
イ
パ
ス
の
建
設
工
事
が

完
了
し
、
3
月
30
日
、
開
通

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
供
用
開
始
に
よ

り
、
安
全
で
円
滑
な
道
路
交

通
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
間
交
流
や
観
光
・

産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

長板バイパスの事業概要
事 業 主 体：兵庫県
路   線   名：一般国道 482 号
施 工 箇 所：村岡区長板地内
施 工 延 長：900 ｍ
幅         員：車道 2 車線 6.5 ｍ
　　　　　　全幅 13.0 ｍ
事 業 期 間：平成 9 年度
　　　　　　～平成 18 年度
総 事 業 費：約 14 億円
主要構造物：丹戸橋        34.2 ｍ
　　　　　　長板友木橋 137.0 ｍ

※役場各課など主な施設の電話番号は、『けいじばん』のコーナー（P22 ～ P23）にあります。
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国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
４
月
か
ら
２
４
０
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
月
額
１
万
４
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
年
金

を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
、
保
険

料
の
段
階
的
な
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

　
前
払
い
で
納
め
る
と
、
納
付
期
間
な
ど
に
よ
り
保
険

料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
①
1
年
度
分
（
4
月
～
平
成
20
年
3
月
）
を
5
月
1

　
　
日
ま
で
に
前
納
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
3
千
円

　
　
の
割
引
で
納
付
額
は
16
万
６
２
０
０
円
。

　
②
上
期
分
（
4
月
～
9
月
）
を
5
月
1
日
ま
で
に
前

　
　
納
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
６
９
０
円
の
割
引
で

　
　
納
付
額
は
8
万
３
９
１
０
円
。

　
③
下
期
分
（
10
月
～
平
成
20
年
3
月
）
を
10
月
31
日

　
　
ま
で
に
前
納
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
６
９
０
円

　
　
の
割
引
で
納
付
額
は
8
万
３
９
１
０
円
。

　
前
納
用
の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か

ら
発
送
予
定
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
任
意
の
月
分
か
ら
年

度
末
ま
で
の
前
納
を
ご
希
望
の
方
は
、
兵
庫
社
会
保
険

事
務
局
豊
岡
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
学
生
納
付
特
例

　
平
成
18
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を
承
認
さ
れ
た
方
の

特
例
期
間
は
、
今
年
３
月
末
ま
で
で
す
。
引
き
続
き
学

生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
、
学
生
証

の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
を
持
参
の
上
、
早
め
に
役

場
・
各
地
域
局
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
請
）
先

　
役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

'

０
７
９
６
・
22
・
３
１
９
６

第
21
回
香
住
梨
高
品
質
コ
ン
ク
ー
ル

2
年
連
続
最
優
秀
賞
に
福
本
浩
三
さ
ん

　
3
月
1
日
、
Ｊ
Ａ

た
じ
ま
香
住
総
合

支
店
で
開
催
さ
れ

た
香
住
果
樹
園
芸

組
合
通
常
総
会
で
、

香
住
梨
高
品
質
コ

ン
ク
ー
ル
（
同
組
合

主
催
）
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
本
町
の
特
産

品
で
あ
る
「
香
住
梨
」

の
一
層
の
品
質
向
上
と
農
家
の
栽
培
意
欲
の
増

進
の
た
め
、
昭
和
61
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
回
は
町
内
生
産
者
か
ら
、
２
３
０
点
に

及
ぶ
二
十
世
紀
梨
が
出
品
さ
れ
、
昨
年
9
月
6

日
の
第
1
次
審
査
（
現
物
）
と
今
年
1
月
12
日

の
最
終
審
査
（
書
類
）
を
経
て
、
次
の
9
点
の

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
●
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）　

　
　
福
本
　
浩
三   
（
香
住
区
森
）

　
●
優
秀
賞
（
町
長
賞
）

　
　
黒
田
　
幸
雄   

（
香
住
区
下
浜
）

　
●
優
良
賞

　
　
池
田
　
進
　  

　
（
香
住
区
間
室
）

　
　
上
垣
　
伊
智
男
（
香
住
区
間
室
）

　
　
原
　
　
義
夫   

（
香
住
区
八
原
）

　
　
清
水
　
容
和   

（
香
住
区
三
谷
）

　
　
谷
原
　
正
一   

（
香
住
区
矢
田
）

　
　
山
田
　
博
　   

（
香
住
区
三
谷
）

　
　
岸
本
　
晃
　   

（
香
住
区
八
原
）

　
こ
の
度
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
覚
え
や
す
く
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
愛
称
を
つ
け
ま
し
た
。

　
「
い
き
い
き
」
は
町
民
歌
の
歌
詞
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
主
な
業
務

　
介
護
・
介
護
予
防
・
高
齢
者
虐
待
な
ど
に
関
す
る
相
談
や
指

導
、
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど
と
の
連
絡
調
整
、
介
護
保
険

「
要
支
援
者
」
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
内
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

『
い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
』

'
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４

　
１
人
年
額
５
０
０
円
の
掛
金
で
、
通
院
・
入
院
３
日
以
上

の
交
通
傷
害
に
、
２
万
円
か
ら
最
高
80
万
円
の
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　
万
一
の
と
き
に
備
え
て
『
市
町
交
通
災
害
共
済
』
に
家
族

ぐ
る
み
で
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

　
各
自
治
会
な
ど
で
の
取
り
ま
と
め
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

交
通
災
害
共
済
は
随
時
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
役
場
ま
た
は

各
地
域
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
共
済
期
間

　
平
成
19
年
４
月
１
日
～
平
成
20
年
３
月
31
日

　
（
途
中
加
入
の
場
合
は
、
申
込
日
の
翌
日
か
ら
有
効
で
す
）

●
掛
金
　
加
入
日
に
関
係
な
く
、
一
律
５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
（
申
込
）
先

　
役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

兵
庫
県
市
町
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か
？
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●診療日
兎塚：月・水・金曜日、川会：火・木曜日
●診療時間
午前 10:00 〜 13:00、午後 15:00 〜 18:00
●職員
歯科医師 1 人、歯科衛生士 4 人、歯科技工士 1 人、
歯科助手 2 人、事務員１人

☆歯科医師紹介
　中田和明　・昭和 33 年生まれ、加古川市出身
　　　　　　・岐阜歯科大学　昭和 58 年卒
　　　　　　・昭和 61 年から現職、現在に至る
　　　　　　・村岡少年サッカークラブ監督

～『８０２０の里』づくりをめざして～
　当診療所は昭和 61 年に開設され、今年で 22
年目を迎えます。『治療ばかりではなく、定期健
診を中心とした健康管理』を当診療所の理念とし、

子供から高齢者まで、
生涯を通じた歯科保
健サービスが提供で
きるよう、スタッフ
一同日々がんばって
います。
　一生涯、快適で質
の高い生活をサポー
トする口腔の健康。

「80 歳で自分の歯を
20 本残そう！」とい
う「８０２０運動」
に聞き覚えのある方

も多いと思います。
　当所では、併設の歯科保健センターを中心に、
一生自分の歯で食べられる地域「８０２０の里」
づくりを推進しています。

 町内公的医療機関のご紹介

　兎塚・川会歯科診療所／歯科保健センター 兎塚（村岡区福岡 1113）：TEL0796･96･0846
川会（村岡区入江 717-3）：TEL0796･95･0223

　今年 4 月から、乳幼児等医療助成制度の対象
年齢が、入院・通院ともに、「義務教育就学前
まで」から「小学 3 年生まで」に拡充されました。
　この制度の受給者証は、今年 7 月に対象とな
る方へ郵送します。お手元に受給者証が届くま
での間（4 月〜６月）に、今回新たに対象となっ
た小学 1 年生から 3 年生までのお子さま（新対
象者）が、医療機関を受診される際は、これま
でどおり保険証を窓口に提示してください。

 ★「就学前まで」が「小学 3 年生まで」に！

乳幼児等医療助成制度の対象年齢が変わります！
けることができます。
　そのため、受給者証が届くまでの間の医療費
負担の領収書は、償還払の申請時に必要ですの
で大切に保管しておいてください。
　５歳の誕生日の属する月の末日までに負担さ
れた医療費の償還は、平成 17 年 7 月以降の診療
分からが対象となります。（村岡区の方は、旧村
岡町時代の制度に基づき、平成 17 年 6 月までの
診療分についても、就学前までの乳幼児全員が
償還の対象となります）

●医療費償還払の必要書類
　領収書、印鑑、保険証、振込口座（郵便局を
除く）、乳幼児医療費受給者証（５歳の誕生日の
属する月の末日までの医療費の申請時）

●申請（問い合わせ）先
　役場健康福祉部健康課、各地域局健康福祉課

※　乳幼児等医療助成制度とは、健康保険証を
　使って医療機関にかかったときの保険診療自
　己負担の一部を、公費で助成する制度です。 
　【受給資格には、所得制限（満 1 歳未満の乳
　幼児を除く）があります】

●医療費の償還払
　新対象者が、受給者証が届くまでに医療機関
を受診し医療費を負担された場合、医療費償還
払の申請をしていただくと、負担分の償還を受

 

青
色
防
犯

 

パ
ト
ロ
ー
ル
隊

          

発
足
！

　
こ
の
度
、
地
域
に
お
け
る

防
犯
対
策
の
取
り
組
み
と
し

て
、
役
場
職
員
に
よ
る
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成

し
、
３
月
22
日
、
発
足
式
な
ら

び
に
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
週
１
回
、
小
・
中

学
生
の
下
校
時
間
帯
を
中

心
に
、
青
色
回
転
灯
と
「
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
装
着

し
た
庁
用
車
で
巡
回
を
行
い

ま
す
。
不
審
者
の
対
応
を
行

う
ほ
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

防
犯
意
識
の
啓
発
を
行
い
ま

す
。
町
ぐ
る
み
で
地
域
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

   

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

※役場各課など主な施設の電話番号は、『けいじばん』のコーナー（P22 ～ P23）にあります。
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行政トピックス

 農業委員会からお知らせ！

平成 19 年度 農作業受委託標準賃金などを定めました

◆平成 19 年産水稲共済の単位当たり共済金額について◆
今年の水稲共済の単位当たり共済金額は次のとおりです。▲

共済金額　最高額　216 円　 　 　 　 　 　

それ以外の金額　211 円、201 円、191 円、181 円、161 円、141 円、121 円、108 円
※低い金額を選択すると被害にあったときに十分な補償が受けられません。最高額での加入をお勧めします。
　最高額（216 円）を選択する場合、手続きは不要です。そのほかの金額を選択する場合は 5 月 31 日までに「農
作物（水稲）共済単位当たり共済金額個人選択申出書」を NOSAI 美方に提出してください。▲

問い合わせ先　NOSAI みかた（美方郡広域事務組合）'0796・92・2410

農作業受委託標準賃金表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

作業種目 単位 種別
賃金または利用料

適用
整備田 30a 区画 未整備田

田植え作業 1 日当たり
8 時間 8,400 8,400 8,400

時間外 1 時間につき 1,200 円

普通作業 1 日当たり
8 時間

男 8,000 8,000 8,000 時間外 1 時間につき 1,100 円
時間外 1 時間につき 950 円女 7,000 7,000 7,000

ディスク
ローター

10a 当たり
7,000 6,000 7,000

耕耘 10a 当たり 1 回目 7,000 6,500 8,000
2 回目 5,000 5,000 6,000

代かき 10a 当たり 1 回耕耘後 11,000 10,000 10,000 荒かき・代かきを同時にする
場合2 回耕耘後 8,500 8,000 8,500

荒かき 10a 当たり 6,000 6,000 6,500
荒かき後の

代かき
10a 当たり

7,500 7,500 8,000
機械田植え 10a 当たり 8,800 8,800 8,800

刈取
（バインダー）

10a 当たり

9,000 9,000 9,000

倒伏の場合は、3 ～ 5 割増
すみ刈りは含まない
結束紐は作業者負担

刈取
（コンバイン）

10a 当たり

22,000 21,000 22,000

倒伏の場合は、3 ～ 5 割増
すみ刈りは含まない
もみの運搬料は 10a 当たり
3,000 円（距離により増減）

脱穀 
（ハーベスター）

1 日当たり
8 時間 15,000 15,000 15,000

畦ぬり
（機械）

1 ｍ当たり
100 100 100

乾燥 10a 当たり
12,000 12,000 12,000

運搬などは委託農家負担
（10a 未満も同額）

籾摺り 30㎏当たり 520 520 520 運搬などは委託農家負担
農薬散布 10a 当たり 2,000 2,000 2,000 農薬代は含まない
畑耕耘 10a 当たり 7,700 7,700 7,700

　※上記金額は、消費税込みの金額です。

農作業受委託標準賃金表 （単位：円）

農地区分 小作料の標準額 備　　　　考

田 11,000 円
小作料の標準額は、上

じょうでん

田を基準としていますので、小作料の契約は下
記の金額を目安にしてください。
上田…11,000 円、中田…6,000 円、下田 2,000 円

畑 定めない

※この小作料は、平成 20 年 3 月 31 日まで適用します。
また、この小作料は水稲の作付けを前提として定めたものです。

●問い合わせ先
　町農業委員会事務局（役場産業部農林水産課内）
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★豊富なサラダメニュー
★大小宴会承ります
◆営業時間 PM4:00 ～ PM12:00
　（金、土、日、祝日は、

 　AM11:00 ～ PM2:00 も営業）           

◆ご予約・お問い合せ
　香美町香住区七日市 305-3

電話 0796(36)4852

新車・中古車販売、板金、塗装
各種保険取り扱い

　技術と信頼をモットーに
　（民間車検工場）

(有)香洋自動車
美方郡香美町香住区若松 41
TEL0796-36-0743
FAX0796-36-3854

韓国 . 焼肉料理
　　　　専門店

月 日 曜日 時　　　間 行　事　名　／（担　当　・　主　催） 開　催　場　所
13:30～　 美方郡連合婦人会総会（小代分室） 小代区総合センター

8:30～12:00 香美町消防団出初式（町民課） 香住区中央公民館・香住第１中学校

9:00～16:00 メルヘン号巡回（下地区／小代区中央公民館） 小代区内
16 月 13:30～15:00 心と体の相談（健康課） 香住老人福祉センター
17 火 受付8:00～11:00 町ぐるみ総合健診（健康課） 柴山港水産加工業協同組合

受付7:30～11:00 町ぐるみ総合健診（健康課） 柴山港水産加工業協同組合
13:30～16:30 行政・人権相談 小代高齢者生活支援センター

10:00～12:00
妊産婦・乳幼児健康相談
離乳食・幼児食教室（村岡・健康福祉課）

射添地区公民館

13:30～16:00 結婚相談所（香美町社会福祉協議会） 村岡老人福祉センター
20 金

10:00～15:00 子育て元気広場 神坂子育て・子育ち支援センター

19:30～21:00 星をみる会 香住天文館
22 日
23 月 受付13:00～16:00 女性の検診（健康課） 柴山港漁業協同組合

受付13:15～13:30 ３～４ヵ月児健康診査 香住老人福祉センター
13:15～13:30 麻疹風疹混合ワクチン接種（小代・健康福祉課） 小代診療所
受付13:30～13:45 ９～１０ヵ月児健康診査 香住老人福祉センター
受付12:30～14:30 女性の検診（健康課） 佐津地区公民館
14:00～16:30 ＢＣＧ予防接種（村岡・健康福祉課） 村瀬医院
受付15:00～16:30 女性の検診（健康課） 奥佐津地区公民館

26 木 13:30～16:00 結婚相談所（香美町社会福祉協議会） 香住老人福祉センター
第１５回みかた残酷マラソン全国大会受付締切

8:30～13:00 香美町杜氏組合自醸酒研究会（香美町杜氏組合） 村岡体育館
13:30～15:30 食生活改善リーダー養成講座(健康課) 香住文化会館
9:00～16:00 メルヘン号巡回（上地区／小代区中央公民館） 小代区内
19:30～21:00 星をみる会 香住天文館

29 日 9:00～16:00 メルヘン号巡回（下地区／小代区中央公民館） 小代区内
30 月
1 火 9:30～11:00 いきいき教室（村岡・健康福祉課） 村岡リハビリセンター
2 水 14:00～16:30 三種混合予防接種（村岡・健康福祉課） 村瀬医院

8:00～14:00 三川権現町民ハイキング（町教育委員会） 香住区畑-三川、香住区大谷-三川

10:00～ 三川権現大祭（同実行委員会） 香住区三川権現
10:00～ 全国石楠花公園まつり（全国石楠花公園まつり実行委員会）　　 小代区新屋尼崎自然の家周辺　

瀞川稲荷まつり（板仕野区） 村岡区板仕野（瀞川稲荷）
5:30～13:30 矢田川まつり・小代渓谷まつり（小代健康福祉課・秋岡区） 矢田川河川敷（小代区秋岡）

花まつり（長楽寺） 長楽寺
道の駅ハチ北オープン記念イベント（福岡振興会） 道の駅ハチ北

9:00～15:40 まちかど図書館車（やまなみ）巡回 村岡区柤岡～村岡区長須
6 日
7 月
8 火 13:30～16:30 行政・人権相談 香住老人福祉センター

13:30～15:30 なやみ相談日（福祉課） 香住老人福祉センター
13:30～16:30 行政・人権相談 小代高齢者生活支援センター

10 木 13:30～16:00 結婚相談所（香美町社会福祉協議会） 村岡老人福祉センター
春の全国交通安全運動（5月20日まで）

13:15～14:00 ポリオ予防接種（村岡・健康福祉課） 村岡老人福祉センター
9:00～15:40 まちかど図書館車（やまなみ）巡回 村岡区入江～村岡区作山
10:00～15:00 子育て元気広場 柤岡子育て・子育ち支援センター

14:00～15:00 おはなしの国 香住区中央公民館視聴覚室
14:00～15:00 楽しいスポーツ教室開講式（町教育委員会） 香住Ｂ＆Ｇ海洋センター
19:30～21:00 星をみる会 香住天文館

8:30～12:00 小代区民スポーツ記録会（予定）
（小代分室・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ２１ひょうご小代、町体育指導委員（小代区））

小代小・中学校

9:00～16:00 メルヘン号巡回（上地区／小代区中央公民館） 小代区内
13 日 9:00～16:00 メルヘン号巡回（下地区／小代区中央公民館） 小代区内
14 月 14:00～14:30 麻疹風疹混合ワクチン接種（村岡・健康福祉課） 公立村岡病院

※受付時間の記載のあるものは、その時間内に会場で受付をお済ませください。

日

4

27 金

24 火

25 水

5

21 土

28 土

15

金

4 金

3 木

5

12

9 水

土

11

土

19 木

18 水

町内の主な行事予定（4/15 ～ 5/14） ◆ネコの引き取り日のご案内◆

・出向いての捕獲などは行いません。
・回収車の運行上、必ず時間内に持
ち込みしてください。▲

問い合わせ先
役場健康福祉部町民課
各地域局健康福祉課

※犬の引き取りは、豊岡健康福祉
事務所へ

℡0796・23・1000（代）

引取会場
（時間）

引　き
取り日

香住文化会館
9:00

～

10:00

 4 月 12 日 （木）
 7 月 12 日 （木）
10 月 11 日（木）
 1 月 17 日 （木）

村岡地域局
9:00

～

10:00

5 月 17 日 （木）
  8 月  9 日（木）
11 月  8 日（木）
 2 月 14 日 （木）

小代地域局
9:00

～

10:00

6 月 14 日 （木）
 9 月 13 日 （木）
12 月 13 日（木）
 3 月 13 日 （木）

◆国民宿舎「ファミリーイン今子浦」
臨時休業のお知らせ◆

　施設全体の空調設備と給湯設備
の改修のため、次の期間、臨時休
業します。ただし、宿泊予約やグ
ランド使用などの受付は通常どお
り行います。大変ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をよろ
しくお願いします。▲

臨時休業期間
　5 月 7 日（月）～ 28 日（日）▲

問い合わせ先
　ファミリーイン今子浦

　　　（℡0796・36・3553）

※役場各課など主な施設の電話番号は、『けいじばん』のコーナー（P22 ～ P23）にあります。

◆「児童福祉週間」◆
　毎年 5月 5日の「こどもの日」
から 1 週間は「児童福祉週間」。
子どもたちが健やかに生まれ育
ち、社会性や自主性を育むため
には、家庭だけでなく、地域に
おける子育て機能の充実が必要
です。社会全体が一体となり、
安心して子育てのできる環境づ
くりを地域全体で見直して見ま
しょう。
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3
月
4
日
（
日
）
柴
山
港

で
、
今
年
も
松
葉
ガ
ニ
を

食
べ
に
き
て
い
た
だ
い
た

人
々
に
感
謝
の
意
を
込
め

て
、「
か
に
感
謝
祭
」
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
な

ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
無
料
宿
泊
券

や
活
松
葉
ガ
ニ
な
ど
の
豪

華
商
品
が
も
ら
え
る
親
子

か
に
歩
き
競
争
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
ヒ
ラ
メ
釣
り
の
ほ

か
、
か
に
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場

者
は
冬
の
味
覚
を
存
分
に
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
松

葉
ガ
ニ
（
オ
ス
、
メ
ス
、
ミ

ズ
の
合
計
）
の
水
揚
げ
高
は
、

町
全
体
で
数
量
７
３
２
㌧
（
前

年
度
比
１
２
１
％
）、
金
額
に

し
て
16
億
８
０
５
８
万
円
（
前

年
度
比
１
０
２
％
）
で
し
た
。

（
内
訳
▽
柴
山
港
漁
協
５
１
２

㌧
、
11
億
３
７
７
７
万
円

▽
香
住
町
漁
協
２
２
０
㌧
、

5
億
４
２
８
1
万
円
）
特

に
オ
ス
ガ
ニ
は
前
年
度
比

１
５
２
％
の
漁
獲
で
し
た
。

但
馬
全
体
で
は
１
８
９
９
㌧
、

38
億
９
２
２
５
万
円
で
、
数

量
で
は
昭
和
55
年
度
以
降
最

も
多
い
結
果
で
し
た
。（
但
馬

水
産
事
務
所
調
べ
）

 

第
6
回
か
に
感
謝
祭         

 

感
謝
の
気
持
ち
で
お
も
て
な
し

（
香
住
区
柴
山
港
）

Town News
まちの出来事

　

3
月
1
日
、
小
代
小
学
校
で
、
4
年
生
の
児
童
28
人

と
保
護
者
が
集
い
、
20
歳
の
成
人
式
に
ち
な
ん
で
、
そ

の
半
分
の
10
歳
の
節
目
を
祝
う
「
2
分
の
1
成
人
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
最
初
に
児
童
一
人
ひ
と

り
に
父
母
か
ら
の
お
祝
い
の
手
紙
が
手
渡
さ
れ
、
照
れ

く
さ
そ
う
に
し
た
り
、
友
達
と
見
せ
合
っ
た
り
し
な
が

ら
も
、
手
紙
の
温
か
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
様

子
で
し
た
。
ま
た
、
4
年
生
は
命
を
テ
ー
マ
に
学
習
活

動
を
し
て
き
て
お
り
、
作
文
朗
読
や
学
習
発
表
会
、
10

年
間
を
振
り
返
る
〝
思
い
出
の
劇
〟
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
拍
手
や
笑
い
声
で
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
式
の
前
に
保
護
者
と
と
も

に
作
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
お
に
ぎ
り
、
ケ
ー
キ
な
ど

の
ご
馳
走
で
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
朗
読
さ
れ
た
作
文
の
一
つ
を
抜
粋
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

小
代
小
学
校
4
年
生
「
2
分
の
1
成
人
式
」

 

命
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
10
歳
の
記
念
に
！
（
小
代
区
）

「
私
の
命
を
あ
り
が
と
う
」　
　
　
　

田
中
美
穂

わ
た
し
は
、
今
生
き
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
、
今
も
っ
て
い
る
も
の
は
、
命
。

命
は
だ
れ
に
だ
っ
て
あ
る
も
の
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、
大
人
ま
で
命
は
あ
る
。

み
ん
な
生
き
て
い
る
・
・
・
。

　

わ
た
し
は
、
命
の
こ
と
を
勉
強
し
て
命
の
こ
と
が
わ
か
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
生
き
て
い
る
っ
て
こ
と
は
、
す
ご
い
こ

と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
き
お
か
先
生
に
聞
い
た
、
事
故
の

話
、
病
気
の
話
、
わ
た
し
は
、
入
院
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
そ
の
こ
ろ
を
思
い
出
す
と
、
命
は
す
っ
ご
く
大
切
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
も
う
、
病
気
に
は
か
か
り
た
く
な
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
元
気
で
１
０
０
才
ま
で
生
き
た
い
で
す
。
い

ろ
ん
な
こ
と
を
、
い
っ
ぱ
い
知
り
た
い
で
す
。
わ
た
し
が
、

今
生
き
て
い
る
っ
て
こ
と
は
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
う
ま
れ
た
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
を

大
切
に
そ
だ
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　

命
は
、
た
い
せ
つ
。
１
０
０
才
ま
で
い
き
る
ん
だ
！
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3
月
18
日
、
小
雪
が

舞
う
中
、
村
岡
区
内
の

3
つ
の
道
の
駅
が
合
同

で
〝
春
の
感
謝
祭
〟
を

開
催
。
多
く
の
観
光
客

ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

花
札
の
役
「
猪
、
鹿
、

蝶
」
に
ち
な
ん
で
、「
あ

ゆ
の
里
矢
田
川
」
で
は

イ
ノ
シ
シ
肉
、「
ハ
チ

北
」
で
は
シ
カ
肉
、「
村

岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
」

で
は
但
馬
牛
の
ホ
ル
モ

ン
（
腸
）
を
使
っ
た
鍋

料
理
や
焼
肉
、
串
焼
き

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
た

ほ
か
、
つ
き
た
て
の
も

ち
や
地
元
の
特
産
品
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
あ
ゆ
の
里
矢
田
川
を
訪
れ
た
石
津
由ゆ

い唯
さ
ん

（
香
住
区
油
良
）
と
西
川
喜
代
江
さ
ん
（
同
区
若
松
）
は

「
め
っ
た
に
食
べ
ら
れ
な
い
お
肉
で
、
と
っ
て
も
お
い
し

か
っ
た
。
出
か
け
る
前
に
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し

ま
う
」
と
、
イ
ノ
シ
シ
肉
の
焼
肉
と
鍋

の
両
方
の
味
に
ニ
ッ
コ
リ
で
し
た
。

 

道
の
駅 

春
の
感
謝
祭

 

猪イ
ノ

・
鹿シ

カ

・
ち・

・

・

ょ
う
で
、
あ
り
が
と
う
！

（
村
岡
区
）

 

3
月
16
日
、
兎
塚
地
区
公
民
館

で
、
健
康
教
室
「
72
歳
い
き
い
き

同
窓
会
」
が
開
催
さ
れ
、
同
地
区

周
辺
の
今
年
度
72
歳
に
な
る
方
13

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

毎
年
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）

に
な
る
前
の
72
歳
に
な
る
方
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
同
窓
会
の
よ
う

な
雰
囲
気
の
中
で
、
歯
と
身
体
の

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
す
で
に
10
年
以
上

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
片
足
立
ち
や
握
力
な
ど
の
体
力
測
定
の

ほ
か
、歯
科
健
診
・
相
談
や
問
診
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
生
ま
れ
る
前
か
ら
青
春
時
代
に
至
る
村
岡
区

内
の
懐
か
し
い
町
並
み
な
ど
の
写
真
を
映
し
出
す
ス
ラ

イ
ド
上
映
会
で
は
、

子
ど
も
の
頃
に
見

覚
え
の
あ
る
写
真

を
見
て
思
い
出
話

に
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ

た
中
で
、
自
分
の

歯
が
27
本
で
、
一

番
た
く
さ
ん
残
っ

て
い
た
上
田
哲
彦

さ
ん
（
村
岡
区
福

岡
）
は
「
同
級
生

の
元
気
な
姿
が
見

れ
て
よ
か
っ
た
」

と
語
り
ま
し
た
。

 
健
康
教
室
「
72
歳
い
き
い
き
同
窓
会
」

 
同
級
生
と
健
康
比
べ
！

（
村
岡
区
兎
塚
）

　

3
月
24
日
、
香
住
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
香
り
の
花

フ
ェ
ス
タ
と
健
康
づ
く
り

講
演
会
。
香
り
の
花
フ
ェ
ス

タ
で
は
、
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
の
宮
垣
義よ

し

み巳
氏
を
講

師
に
迎
え
、
花
づ
く
り
の
講

演
会
や
寄
せ
植
え
実
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
習
会
に
先

立
ち
、
こ
の
日
出
展
さ
れ
た

寄
せ
植
え
作
品
の
審
査
発

表
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞

に
小
谷
豊
子
さ
ん
（
村
岡
区

八や

い

だ

に

井
谷
）、
優
秀
賞
に
荒
木

さ
え
子
さ
ん
（
香
住
区
一
日

市
）、
佳
作
に
長
瀬
英ひ

で

子
さ

ん
（
村
岡
区
川
会
）
と
藤
原

芺よ
う

子
さ
ん
（
香
住
区
守
柄
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
講
演

会
で
は
、
元
調
理
師
専
門
学
校
教
授
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

も
全
国
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
腕
前
の
寺
田
翔そ

う
す
け亮
氏
に
よ

る
香
住
産
の
魚
を
使
っ
た
料

理
講
習
会
と
「
食
生
活
と
健

康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
香
住
総
合

病
院
糖
尿
病
チ
ー
ム
に
よ
る

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
町
内
各
区
か
ら

多
く
の
参
加
者
が
集
い
、
メ
モ

を
取
る
な
ど
講
師
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

 

香
り
の
花
フ
ェ
ス
タ
'07
春
＆
健
康
づ
く
り
講
演
会

 

花
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
で
心
も
体
も 

 

元
気
い
っ
ぱ
い
！ 

（
香
住
区
香
住
）

腸 猪

鹿



22

▽パートほか（正社員以外）

事業所名 職種 年齢 人
数

マルヤ水産㈱
水産加工員（臨時） 不問 3

水産加工員 50 以下 3

㈱ヤマニ水産

職種：民宿業務全般

（6:30 ～ 11:30） 不問 1

（11:30～ 15:30） 不問 1

（16:00～ 22:00） 不問 1

（6:30 ～ 22:00） 不問 2

( 有 ) 里栄商店 水産物の加工、
運搬、接客 不問 2

( 有 ) 三七十
フロント事務 不問 1

接客係 不問 3

マルカツ水産㈱ 水産加工 不問 3

㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1

中華料理　白龍 接客係 18～ 40 1

㈱コメリ　
中四国地区本部

販売員（ｱﾙﾊﾞｲﾄ）16～ 40 4

販売員（パート）18～ 45 1

富士産業㈱
神戸事業部

栄養士、管理栄
養士（香美町） 20～ 50 2

調理師（香美町）20～ 50 1

栄養士（香美町）20～ 50 1

社会福祉法人香寿会 介護職員 不問 3

㈱伸和　ﾗﾋﾞｯﾄ
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ香住工場

集配業務、
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ仕上工 25～ 45 2

たじま農業協同組合
訪問介護員 60 以下 3

居宅介護支援業務 55 以下 1

㈱ﾜｲﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ姫路支店 家庭教師（美方郡） 不問 2

矢田川開発㈱ 清掃業務ほか 不問 1

かずや産業 ( 有 )
（小僧寿し但馬支部）

寿司製造販売
（小僧寿し香住店）18～ 55 2

㈱ナカケー

食品部 不問 2

鮮魚部、精肉部 不問 2

惣菜部調理 不問 2

( 有 ) ハバタック 店舗受付事務
スタッフ 40 以下 1

社会福祉法人
みかたこぶしの里 嘱託介護員 不問 6

▽正社員

事業所名 職種 年齢 人
数

(有 ) 西本設備 電気工事 不問 1

松本工務店 技術作業員
（現場管理） 25～ 50 1

㈱西山工務店 現場監督 22～ 45 2

( 有 ) 北近畿環境開発 浄化槽管理士補助 45 以下 2

久保鉄工所 溶接工 18～ 40 2

㈱伊藤組 本社営業部（事務）40 以下 1

㈱日本海フーズ 経理事務 18～ 40 1

マルヤ水産㈱ 水産加工員 50以下 2

( 有 ) 駒徳商店 水産加工、荷造り 50 以下 1

マルヨ食品㈱ 営業 40 以下 2

( 有 ) 三七十 接客係 不問 3

( 有 ) はまな水産 水産加工 不問 2

㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1

㈱香美町観光公社

フロント係 不問 1

接客係 不問 1

厨房係 20～ 30 1

平和焼肉 飲食、サービス係 不問 1

( 有 ) 山本モータース 自動車・保険営業 不問 1

㈱伊藤梅商店 スタンドスタッフ 30 以下 2

矢田川開発㈱ 事務、浴場管理 不問 1

但馬ディーゼル(有) 機械整備工員（見習）30 以下 1

㈱タノ 土木建築技術職 不問 2

美岡工業㈱ 機械オペレーター 不問 1

( 有 ) サンカイ通信
電気・通信機器
設備の販売、修
理、工事

18～ 30 1

エイワ電器㈱ マシーンキーパー 20～ 40 2

社会福祉法人
みかたこぶしの里

看護員（看護師） 不問 4

介護員 不問 2

求人情報
ハローワーク香住（職業安定所）

℡0796・36・0137 （平成19年 3月 20日現在、順不同）

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（2/28 ～ 4/3）の届出分の内、承諾を得た
　方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

◆お詫びと訂正◆
　広報「ふるさと香美」第 24 号 ( 平成 19
年 3 月号 ) の記事に、以下のとおり誤りが
ありました。関係者のみなさまには大変ご
迷惑をおかけいたしましたことをお詫びし
て、訂正いたします。
・18 ページの『こんにちは、赤ちゃん』中、
　田渕心結ちゃんと陽音ちゃんのお父さん
　のお名前が「乃」さんとありますが、正
　しくは「及」さんでした。

※このコーナーは、先月（2/28 ～ 4/3）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

　「不眠やアルコールについて相談したい」「福祉サービスや制度を知り
たい」など、体の障害や心の病などの悩み事のある方、そのご家族が、
自分らしく生き生きと安心して暮らせるよう専門の相談員が直接相談を
お受けします。相談は無料ですが、予約が必要です。会場に来られない
方は家庭訪問もいたしますので、気軽にご相談ください。▲

日程と会場
（13:30 ～ 15:30）

▲

相談対応者　　県立出石精和園相談支援専門員
　　　　　　　　生活支援センターほおずき精神保健福祉士▲

問い合わせ先　役場健康福祉部福祉課、各地域局健康福祉課

◆なやみ相談日◆

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。

　　　　　月 日
　会場

5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月
1
月
2
月
3
月

香住老人福祉センター 9 11 12 14 9
村岡老人福祉センター 13 10 12
小代老人福祉センター 8 23 13

小代地域局 97・3111( 代）表町教育委員会 94・0101、香住分室 36・3764、小代分室 97・3966、公立香住総合病
院 36・1166、公立村岡病院 94・0111、香住地域福祉センター 36・4345、香住老人福祉センター 36・5008、村
岡老人福祉センター 98・1000、小代高齢者生活支援センター97・2202（全ての施設の市外局番：0796）

康福祉事務所、各県民局、各市町役所▲

問い合わせ先　
豊岡健康福祉事務所℡0796・26・3664
新温泉健康福祉事務所℡0796・82・3161

◆「ひょうご森の祭典2007」◆
  森林ボランティア体験などの森とふれ
あう各種イベント、宝塚音楽学校生らに
よる森のコンサート、県下特産品の販売
など。香美町緑の少年団代表20人も参
加予定。どうぞ、お気軽にご参加ください。▲

と　き　5月 20 日（日）10:00 ～ 16:00▲

ところ　相生市「羅漢の里」▲

問い合わせ先　
ひょうご森の祭典 2007 実行委員会
（兵庫県農林水産部農林水産局　豊かな森づくり室）

℡078・362・4192

◆無料法律相談会（要予約）◆
  司法書士による登記、相続、多重債務、
消費者問題、成年後見などの法律相談会。▲

とき　
5月 19 日（土）13:00 ～ 16:00▲

ところ
豊岡市民会館 4階　中会議室▲

問い合わせ（予約）先　
兵庫県司法書士会但馬支部

℡079・665・8025
（予約受付時間：平日 9:00 ～ 17:00）



◆公立香住総合病院・臨床検査技師◆▲

募集人数　1 人▲

採用予定日　6 月 1 日▲

採用条件など
① 4 月 1 日現在、満 35 歳以下
②臨床検査技師免許取得済み、また
　は、取得見込み。▲

給与など
①初任給　月額 172,600 円
　（短大 3 卒、今年 3 月卒業、職歴
　による前歴加算あり）
②諸手当
　扶養手当、通勤手当、期末手当、
　勤勉手当など▲

採用・応募方法
　市販の履歴書（臨床検査技師免許
証の写しを添付）を役場総務部総務
課または病院事務局へ提出してくだ
さい。4 月 30 日までに面接を行い
ます。（5 月中旬発表）▲

応募締切　4 月 20 日（金）▲

問い合わせ先
病院事務局、役場総務部総務課

◆陶芸教室・木工教室会員◆
〜生きがいづくり活動の一環〜

▼活動場所　
香住高齢者生産活動センター

（香住区森　やすらぎの森）

▼活動内容
・陶芸教室　
　月３回火曜日（午前の部、午後の
　部）に実施。講師の指導あり。

2223

けいじばん

開　　催

・木工教室　
　平日毎日開催。経験や技術を生か
　し自分たちで制作活動を行う。

▼会費（月額）　　　
・陶芸教室　3,000 円
・木工教室　2,000 円
（いずれも教材費は別途必要）

▼対象　おおむね 60 歳以上の人

▼受付　随時

▼問い合わせ先
役場健康福祉部福祉課

◆町ホームページバナー広告◆
　町のホームページに企業広告を貼
り、広告主のホームページとリンク
する企業広告（バナー広告）を募集。

▼ホームページアクセス数
月平均５万２千件

▼掲載ページ
町ホームページのトップページ

▼募集枠　５枠

▼掲載料　１枠１万円／月
　※継続掲載の割引
　　①６ヵ月以上 12 ヵ月未満
　　　　　　　　　･･･ ９千円／月
　　② 12 ヵ月以上 ･･･ ８千円／月

▼申込締切　随時
（掲載枠が埋まり次第、締め切り）

▼バナー広告の規格
・画像の寸法…高さ 50 ピクセル×
　幅 140 ピクセル
・データの容量…５キロバイト以内
・ファイル形式…ＧＩＦ形式または
　ＪＰＥＧ形式
※内容が、不適切と判断したものは、
掲載をお断りする場合があります。

募　　集

◆調理師試験◆▲

受験資格　
次の 2 つの条件を満たす人
①新制中学を卒業している人か、　
　これと同等以上の学力があること
②飲食店営業、そうざい製造業、魚
　介類販売業、集団給食施設で満 2
　年以上調理の実務経験のあること▲

願書受付期間・場所　
・5 月 7 日（月）〜 15 日（火）
・就業地を管轄する健康福祉事務所▲

試験日時・場所
・7 月 8 日（日）13：00 〜 15：00
・県立豊岡高等学校▲

合格発表
・8 月 8 日（水）10：00 〜
・各健康福祉事務所▲

願書の配布　
・豊岡健康福祉事務所、新温泉健 →

小代地域局 97・3111( 代）表町教育委員会 94・0101、香住分室 36・3764、小代分室 97・3966、公立香住総合病
院 36・1166、公立村岡病院 94・0111、香住地域福祉センター 36・4345、香住老人福祉センター 36・5008、村
岡老人福祉センター 98・1000、小代高齢者生活支援センター 97・2202（全ての施設の市外局番：0796）

役場本庁舎 36・1111( 代表 )、総務課 36・1111、企画課 36・1962、税務課 36・1113、町民課 36・1110、健康
課 36・1114、福祉課 36・1964、農林水産課 36・0846、観光商工課 36・3355、建設課 36・1961、会計課 36・
4321、議会事務局 36・1963、下水道課 39・2053、水道課 36・0420、村岡地域局 94・0321( 代表 ) ↑

　町民の交流とＪＲの利用促進を目的とし、団体

臨時列車「サロンカーなにわ」と大型観光バスで
いく企画列車の旅「町民号旅行」を実施します。
　詳しくは全戸配布のチラシをご覧下さい。
●日　　程
　6 月 15 日（金）〜 16 日（土）（1 泊 2 日）
●行 き 先
　長良川温泉と近江八幡・郡上八幡

●見どころ
　近江商人の発祥の町、その中央にそびえる八幡

山の頂上には関白秀次をまつる村
む ら く も ご し ょ ず い り ゅ う じ

雲御所瑞龍寺、
眼下に広がる琵琶湖の大パノラマを満喫できる近

江八幡市。また、長良川の支流が注ぎ、紅
べ ん が ら ご う し

殻格子
の民家や石畳など大正の町並みや城下町らしい風
情が残る、山内一豊の妻・千代 生誕の地、郡上八
幡市。
●問い合わせ先
　町民号旅行実行委員会事務局（役場総務部企画課内）

長良川温泉と近江八幡・郡上八幡長良川温泉と近江八幡・郡上八幡
清流紀行 遊歩百選

▼問い合わせ（提出）先　
役場総務部企画課
・町ホームページアドレス
　http: / /www.town.mikata-kami . lg . jp

・電子メールアドレス
　kikaku@town.mikata-kami . lg . jp

◆パソコン講座受講生◆

▼講習内容
　基本操作、文書作成、インターネッ
ト、電子メール

▼講習日　
5 月 18 日（金）〜 7 月 14 日（土）
の毎週金・土曜日、18 回開催

▼募集人数　　　
昼の部…10 人、夜の部…10 人
定員になり次第締め切り

▼受講料　39,000 円

▼問い合わせ先
　香美町職業訓練校

'0796・36・0122

第 2 回香美町民号
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（平成 19 年 3 月 1 日現在）

合　計　22,220 人（− 26）

　男　　10,600 人（− 10）

　女　　11,620 人（− 16）

世帯数  6,974 世帯（−  3）
カッコ内は前月比

この広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙 100％を使用しています。
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★★キラリ！

　   香 美 町

キラリ！

　   香 美 町

癒
いや

しの森

但馬高原植物園
‐ 瀞

と ろ か わ だ い ら

川平 ‐
　　　　　　　　　　  　オ　ー　バ　ー　ラ　ン　ト    　　      　ガ　ル　テ　ン　　

Oberland Garten
・町民：入園無料
  町外者 入　園　料：大人   500 円、高校生 400 円、小中学生 100 円
　　　   シーズン券：大人 1,100 円、高校生 900 円、小中学生 300 円

　
小
代
小
学
校
の
2
分
の
1
成
人
式
で
披
露
さ

れ
た
先
生
方
か
ら
児
童
へ
の
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を
1
枚
の
紙
に

例
え
る
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
皆
さ
ん
は
、
生
ま
れ
た
と
き
は
真
っ
白
な
紙

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
家
族
や
友
達
、
周
り
の

人
の
い
ろ
ん
な
影
響
を
受
け
て
、赤
や
青
、2
色
、

3
色
、
虹
色
と
い
ろ
ん
な
色
の
紙
に
な
り
ま
し

た
。
紙
は
、
色
を
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
折
る

こ
と
で
い
ろ
ん
な
形
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
本
当
の
成
人
式
を
迎
え
る
ま
で
の
10
年
間
、

自
分
の
夢
や
や・
り・
た・
い・
こ・
と・
を
叶
え
る
た
め
に
、

い
ろ
ん
な
経
験
を
積
ん
で
く
だ
さ
い
。
し
か
も
、

そ
れ
は
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
折
り
目
が
残
る
経
験
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
何
回
も
何
回
も
折
っ
て
、
20
歳
の
本

当
の
成
人
式
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り
と
し

た
形
、“
1
人
の
大
人
”
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
話
の
終
わ
り
に
、
一
人
ひ
と
り
に
細
か
く
丁

寧
に
折
り
上
げ
ら
れ
た
ク
ジ
ャ
ク
が
贈
ら
れ
、

児
童
ら
は
と
て
も
大
切
な
物
を
も
ら
っ
た
か
の

よ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。“
上
手
に
折
る
”
と

か
で
は
な
く
、“
し
っ
か
り
と
折
り
目
が
付
く
よ

う
に
”
と
い
う
と
こ
ろ
が
意
味
深
い
で
す
ね
。

私
た
ち
大
人
も
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
い
ろ
ん

な
折
り
目
を
し
っ
か
り
と
つ
け
て
、
ど
ん
ど
ん

形
を
変
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。　
（
今
西
）

　兎和野高原にある但馬高原植
物園、今年は暖冬の影響もあり、
3 月 1 日にオープンできました。
四季折々の植物や景色が楽しめ
る園内は、カメラを構える人や
絵筆をもつ人、家族連れなど、
心癒される自然の中で、ゆった
りとした時間の流れを楽しんで
いただけます。
　今、春を迎え、園内では命を
吹き返した草花がいっせいに咲
き始めています。雪解けの高原
に咲く妖精のようにかわいい草
花を探しに行きましょう。
　植栽主任の田丸和美さんは

「“森の案内人”養成講座などを
行っていますが、県内の植物園
と連携した研修や草花の講習会
など、この植物園を人材育成の
場にしたいです。また、町内に
は海辺から高原まで、身近なと
ころに多種多様な植物がありま
す。皆さんに周辺の植物をもっ
と知っていただき、植物を通じ
香美町の素晴らしさの発信源と
なってほしいです。町民の皆さ
んに、ぜひ植物園にお越しいた
だき、一緒に学んでいただく、
そんなお手伝いができたらいい
です」と語ってくれました。

▼問い合わせ'0796･96･1187

▲フクジュソウ ▲ワサビ ▲カタクリ

▲ミズバショウ ▲ゲンジスミレ ▲リュウキンカ

▲ミスミソウ ▲ザゼンソウ ▲イチリンソウ ▲ニリンソウ

▲タチツボスミレ▲オオイワカガミ▲ヤマルリソウ▲時を忘れて花を追うカメラマン

●春に出会うことのできる草花

春の芽吹きや早春の草花はひっそりと隠れるように存在する

☆ 4月 5月のイベントカレンダー☆   ・学習会…ミズバショウ 4/15・5/1、ザゼンソウ 4/19・4/29、キンポウゲ科 5/4・5/8
・花と木の名前講習会…4/22、5/20         ・寄せ植え講習会…母の日寄せ植え講習会 4/27、苔玉づくり 4/30、5/3、5/6、5/13
・花のトールペイント展…4/28 ～ 5/6     ・新緑まつり（コンサート、お茶会など）…5/27

▲今年 3 月 18 日現在

（ )
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